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宇都宮税務署　副署長

藤田 研二

こ

宇

着
任
の
ご
挨
拶

宇都宮税務署　署長

山本 篤美

の
度
の
人
事
異
動
で
、
宇
都
宮
税
務

署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
山
本
と

申
し
ま
す
。
前
任
の
村
越
同
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方

に
は
、
平
素
よ
り
法
人
会
活
動
を
通
じ
ま
し

て
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理

解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
企

業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与

し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者

の
団
体
で
あ
る
」
と
す
る
崇
高
な
理
念
の
下

に
、
公
益
性
の
高
い
様
々
な
事
業
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
決
算
期
別
説
明
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

説
明
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
消
費
税
軽
減
税

率
制
度
の
説
明
の
機
会
を
幅
広
く
設
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
６
月
と
７
月
に
は
、
い
ま
だ

に
衰
え
を
見
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、
栃
木
労
働
局
、

金
融
機
関
の
協
力
の
も
と
、
各
種
手
続
き
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
対
応
に
苦
慮
さ

れ
て
い
る
会
員
の
方
々
へ
の
支
援
活
動
を
実

施
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
青
年
部
会
及
び
女
性
部
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣

や
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
開
催
な
ど
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
活
動

に
広
く
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
宇
都
宮
法
人
会
の
活
動
は
、

税
務
行
政
に
携
わ
る
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し

て
も
大
変
心
強
い
限
り
で
あ
り
、
黒
本
会
長

様
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会
員
皆
様
方
の

ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、

皆
様
方
と
連
携･

協
調
を
図
り
な
が
ら
、
法
人

会
活
動
に
で
き
る
限
り
の
協
力
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
税
庁
で
は
、
税
務
行
政
の
将
来

像
を
公
表
し
、
「
税
務
署
内
部
事
務
や
行
政

指
導
事
務
の
集
中
処
理
な
ど
の
業
務
改
革
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
運
営
の
最
適

化
を
進
め
て
い
く
」
旨
を
お
伝
え
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
に
沿
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
税
務
行
政
の

実
現
に
向
け
た
税
務
相
談
の
自
動
・
シ
ス
テ

ム
化
や
、
更
な
る
納
付
手
段
の
多
様
化
な
ど

に
よ
り
納
税
者
の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
を

追
求
し
て
い
く
と
と
も
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
な
ど
の
新
し
い
経
済
取
引
の
対

応
等
を
含
め
た
課
税
・
徴
収
の
高
度
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
局
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
内
部
事
務
セ

ン
タ
ー
化
の
試
行
」
と
し
て
、
一
部
の
税
務

署
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
本
年
10
月
か

ら
新
た
に
栃
木
税
務
署
及
び
佐
野
税
務
署
を

対
象
と
し
た
試
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
e-

T
a
x
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
10
月
か
ら
の
相
続
税
申
告
の
e-

T
a
x
利

用
を
開
始
し
た
ほ
か
、
本
年
４
月
の
大
法
人

の
電
子
申
告
義
務
化
に
合
わ
せ
て
、
財
務
諸

表
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
に
よ
る
提
出
を
可
能
と
す

る
な
ど
、
e-

T
a
x
の
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
消
費
税
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
10
月
か
ら
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ

と
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
、

令
和
５
年
10
月
に
は
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
先
立
っ
て
、

令
和
３
年
10
月
か
ら
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
の
登
録
受
付
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

導
入
は
、
多
く
の
事
業
者
の
皆
様
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
ど
も
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
事
業
者
の
皆
様
が
改
正

内
容
や
消
費
税
の
仕
組
み
を
十
分
に
理
解
し

て
適
切
な
手
続
き
を
行
い
、
適
正
な
申
告
・

納
税
が
で
き
ま
す
よ
う
、
制
度
の
周
知
・
広

報
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
税
務
行
政
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
・
責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
、
私
ど

も
の
力
の
み
で
は
自
ず
と
限
り
が
あ
り
、
宇

都
宮
法
人
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
と
は
、
従
来
か
ら

良
好
な
関
係
を
築
か
せ
て
い
た
だ
き
、
税
務

行
政
の
良
き
理
解
者
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
は
、
私
ど
も
が
税
務
行
政
を

運
営
し
て
い
く
上
で
非
常
に
大
き
な
支
え
で

あ
り
、
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
方
と
連
携
を
深
め
、
自

ら
の
責
務
を
果
た
し
、
国
民
の
皆
様
方
の
理

解
と
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま

し
て
は
、
医
療
現
場
は
も
と
よ
り
、
飲
食
業
、

旅
行
業
、
旅
客
運
送
業
を
は
じ
め
、
各
方
面

に
経
済
的
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

宇
都
宮
法
人
会
会
員
の
皆
様
方
も
大
変
な
ご

苦
労
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
感

染
症
へ
の
対
応
を
契
機
と
し
て
「
新
し
い
生

活
様
式
」
が
推
進
さ
れ
、
経
済
・
社
会
活
動

の
在
り
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
中
、
地

域
や
業
界
な
ど
が
一
体
と
な
り
、
こ
の
苦
難

を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
国
税
関
係
に
お
い
て
は
、
個
別
の
申
告
・

納
付
期
限
の
延
長
や
納
税
の
猶
予
等
の
措
置

を
講
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
税
に
関
す
る
お

困
り
ご
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
や
税
務
署
へ
気
兼
ね
な
く
ご

相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮

法
人
会
の
更
な
る
躍
進
と
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の

ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
宮
税
務
署
副
署
長
の
藤
田
で
ご
ざ

い
ま
す
。
法
人
課
税
事
務
及
び
酒
税

事
務
を
引
き
続
き
担
当
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方

に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
及
び
会
員
の
皆
様
と
連

携
・
協
調
し
な
が
ら
、
地
域
や
経
済
の
発

展
・
振
興
等
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
税
務
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済
・
社
会

情
勢
と
も
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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宇都宮税務署 法人課税第二部門 TEL 028-621-2151 （代表：自動音声案内）

お問い合わせ先

宇都宮税務署　新陣容

令和２年分の年末調整説明会中止のお知らせ

（法人会関係部門）

自動音声案内の「２」をお選びください。税務署の担当部署におつなぎします。

職　　　名 氏　名 前　　　職
署長
副署長（法酒）
副署長（総広管徴）　
副署長（個資）
特別国税調査官（総合調査担当）
特別国税調査官（開発調査担当）
特別国税調査官（法人担当）
総務課長
税務広報広聴官
税務広報広聴官
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（法人担当）
特別国税調査官（源泉担当）
法人課税第一部門　統括国税調査官
法人課税第二部門　統括国税調査官
法人課税第三部門　統括国税調査官
法人課税第四部門　統括国税調査官
法人課税第五部門　統括国税調査官
法人課税第六部門　統括国税調査官
法人課税第七部門　統括国税調査官
情報技術専門官（法人担当）
審理専門官（法人担当）
法人課税部門　連絡調整官

山本　篤美
藤田　研二
笠原　弘人
吉田　勝已
木内　武雄
佐川　　弘
飯塚　康志
二瓶　佳穂
西園　直美
山本　　亘
後藤　春美
大森　広行
松元　郁徳
阿部　　仁
湯本　克一
野田　裕之
鯉沼　恭子
高際　秀明
阿部　智一
永島　　武
増山　庸夫
松㠀佐智恵
新井　幹治
渡邉　一男
熊坂　洋一

局課税第二部　酒類監理官
（留任）
（留任）
局課税第一部　課税総括課　課長補佐
大宮税務署　副署長（個資）
局総務部　税務相談室　主任相談官
熊谷税務署　特別国税調査官（法人担当）
栃木税務署　総務課長
（留任）
調査査察部　資料情報課　査察機動専門官
川越税務署　特別国税調査官（法人担当）
栃木税務署　特別国税調査官（法人担当）
（留任）
（留任）
水戸税務署　特別国税調査官（源泉担当）
土浦税務署　法人課税第一部門　統括国税調査官
（留任）
栃木税務署　法人課税第三部門　統括国税調査官
（留任）
（留任）
（留任）
春日部税務署　法人課税第五部門　統括国税調査官
（留任）
浦和税務署　法人課税第七部門　統括国税調査官
大田原税務署　法人課税第一部門　総括上席調査官

　税務行政につきましては、日ごろからご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
　年末調整説明会については、今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大等を踏まえ、身体
的距離を完全に確保することが困難であるなど、参加される源泉徴収義務者の皆様の安全を完
全に担保することが難しいことから、開催を中止させていただきます。
　お手数をおかけいたしますが、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

宇都宮税務署

MIYABITO ３



税の百人一首の募集要項

11月11日から17日は「税を考える週間」です。
税務署からのお知らせ

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深め
ていただくため、1年を通じて租税に関する啓発活動を行っています。
　特に、毎年 11 月 11 日から 17 日までの 1 週間を「税を考える週間」として、こ
の期間を中心に様々な情報を提供するとともに、税務行政に対するご意見やご要望を
お寄せいただく機会としています。
　今年の「税を考える週間」では、「くらしを支える税」をテーマとして、国税庁ホー
ムページ (https://www.nta.go.jp) 内に特設ページを設け、国税庁の各種取組につい
て紹介するほか、YouTube の国税庁動画チャンネルで各種情報を発信しています。
　ぜひ、この機会に税について考えてみてはいかがでしょうか。

応募資格

課 題
応募点数
応募方法

応募期間
応 募 先

主 催

後 援
そ の 他

宇都宮市、上三川町に居住する人
宇都宮市内又は上三川町内の小・中・高等学校、専門学校、大学などに通学する
児童、生徒、学生
「税に関するもの」をテーマにした短歌
制限なし（自作・未発表のものに限る。）
応募用紙又は郵便はがき（作品・住所・氏名・職業・年齢・電話番号を明記）で
応募する。
令和２年 10 月１日㈭～11 月２日㈪
〒320-0857 宇都宮市鶴田 2-21-14
（公社）宇都宮法人会内「税の百人一首」実行委員会事務局　TEL 028-648-9466
「税の百人一首」実行委員会事務局
【構成団体】宇都宮税務行政協力会、宇都宮税務署管内租税教育推進協議会

宇都宮税務署管内国税モニター会
宇都宮税務署
優秀作品には賞を贈呈し、作者の氏名とともに税の普及啓発活動に活用する。
なお、作品は返却しない。

①

②
③
④

⑤
⑥

⑦
　

⑧
⑨

税務署
だより

ポイント！ポイント！

※予約の際には、お名前・ご住所・ご相談内容等をお伺いいたします。※予約状況により、希望の相談日時に添えない場合がありますのでご了承願います。

1 宇都宮税務署（TEL : 028-621-2151）へ電話する
2 自動音声案内 : 「２」 を押す
3「相談の予約をしたい」旨を伝える

「事前予約制」宇都宮税務署での
相談は としております
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新型
コロナ
ウイルス
襲来 !!

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
宇
都
宮
法
人
会
の
予
定

さ
れ
て
い
る
行
事
が
ほ
ぼ
ほ
ぼ
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。｢

宮
び
と｣

を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
法
人
会
の
事

業
報
告
が
で
き
ま
せ
ん
。

　つ
き
ま
し
て
、
広
報
各
委
員
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

た
こ
と
や
、
思
う
こ
と
を
記
事
に
致
し

ま
し
た
。
ご
笑
覧
下
さ
い
ま
せ
。

■
中
国
・
武
漢
か
ら
広
ま
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
瞬
く
間
に

世
界
中
に
広
ま
り
、
我
が
国
で
も
戦
後

初
の｢

緊
急
事
態
宣
言｣

が
発
令
さ
れ
、

外
出
自
粛
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
上
の
有
料
配
信
な
ど
一
部
の

例
外
は
あ
る
も
の
の
、
経
済
活
動
の
大

部
分
は
、
物
の
製
造
と
販
売
に
依
っ
て

い
ま
す
。
我
々
に
出
来
る
事
は
感
染
防

止
に
配
慮
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
を

粛
々
と
続
け
る
こ
と
だ
け
で
す
。
臆
せ

ず
、
騒
が
ず
、
慌
て
ず
に
。

　
焦
ら
ず
に
生
き
延
び
れ
ば
、
事
態
は

必
ず
好
転
す
る
と
根
拠
も
な
く
信
じ
て
。

（
委
員
長
　
上
三
川
支
部
　
竹
末 

次
夫
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発

生
し
て
半
年
以
上
も
経
過
し
ま
す
が
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
等
が

出
来
る
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
〝
コ
ロ
ナ
〞

と
う
ま
く
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
中
、
生
活
様
式
も
社
会
の

仕
事
の
や
り
方
も
今
ま
で
と
は
ち
が
っ

た
新
し
い
や
り
方
で
変
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
自
身
も
、
自
宅
待
機
中
は
〝
断
捨

離
〞
を
又
家
で
ユ
ッ
ク
リ
食
事
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
会
員
の
皆
様
に
有
意
義
な
情

報
提
供
を
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
担
当
副
会
長
　
斎
藤 

高
蔵
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
と
し
て

私
共
の
会
社
で
は
、
事
務
所
内
各
所
に
手

指
消
毒
薬
を
設
置
す
る
と
共
に
毎
朝
始
業

前
に
ド
ア
ノ
ブ
や
事
務
機
器
等
の
消
毒
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
社
員
全
員
に
マ
ス
ク

50
枚
入
り
一
箱
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
社
員
の
強

化
研
修
や
全
体
会
議
等
は
、
会
場
を
別
棟

や
別
フ
ロ
ア
の
３
会
場
に
分
散
す
る
と
共

に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議

形
式
で
「
３
つ
の
密
」
の
機
会
を
減
ら
す

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
マ
ス
ク
着
用
や
消
毒
、
外
出
や
会
食

の
自
粛
等
の
生
活
様
式
や
行
動
の
制
限

が
一
日
も
早
く
解
除
さ
れ
、
普
通
の
日

常
生
活
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
望
ん
で

お
り
ま
す
。

（
副
委
員
長
　
上
河
内
支
部
　
塩
井 

賢
一
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
思
う
。

　
令
和
２
年
２
月
節
分
も
過
ぎ
当
社
は

今
、
出
荷
量
全
国
第
１
位
の
苺
の
配
送

に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
３
月
に
入
り

取
引
先
か
ら
マ
ス
ク
着
用
。
４
月
に
は

体
温
測
定
の
要
請
が
入
り
、
い
ざ
探
し

て
も
手
に
入
ら
ず
焦
り
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
体
温
計
や
マ
ス
ク
等
注

文
。
５
月
初
旬
に
1
0
0
0
枚
購
入
し

ま
し
た
。
３
、
４
月
は
、
業
界
団
体
か

ら
購
入
し
マ
ス
ク
不
足
を
痛
感
し
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
ゴ
ム
不
足

で
大
変
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、
手
作
り

マ
ス
ク
を
全
社
員
に
配
り
ま
し
た
。
在

宅
勤
務
者
が
増
え
物
流
も
増
加
、
青
果

物
輸
送
は
通
常
以
上
に
忙
し
く
感
染
の

不
安
を
抱
え
て
の
毎
日
で
し
た
。

　
今
後
、
３
密
を
ど
れ
だ
け
避
け
、
社

員
の
安
全
確
保
と
安
心
安
全
な
輸
送
。

栃
木
の
食
の
流
通
確
保
と
正
確
な
情
報

伝
達
が
最
も
必
要
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

（
副
委
員
長
　
駅
東
支
部
　
小
杉 

恵
子
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

お
い
て
、
建
設
業
は
「
公
共
性
が
高
く

緊
急
度
が
あ
る
」
た
め
に
休
業
要
請
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
密
を
避
け

る
た
め
の
措
置
や
感
染
防
止
対
策
の
た

め
の
費
用
等
、
こ
れ
ま
で
は
不
要
で

あ
っ
た
経
費
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
作
業
員
休
憩
所
の
３
密
を
避
け
る
た

め
に
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
増
や
し
た

り
、
不
足
し
て
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

中
で
も
マ
ス
ク
・
消
毒
液
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
付
け
て
使
用
す
る
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー

ド
等
を
社
員
や
現
場
に
配
付
す
る
な

ど
、
対
策
を
行
う
た
め
の
経
費
が
嵩
ん

で
い
ま
す
。

　
社
員
・
現
場
か
ら
感
染
者
を
出
さ
な

い
た
め
に
は
必
要
な
経
費
で
す
が
、
決

算
の
見
通
し
が
芳
し
く
な
い
今
期
に
お

い
て
は
悩
ま
し
い
限
り
で
す
。

（
細
谷
戸
祭
支
部
　
轟 

久
敬
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
歴
史
的
な
出
来
ご
と
の
渦
中
に
立
た

さ
れ
た
私
達
は
、
刻
々
変
化
す
る
社
会

情
勢
の
中
で
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
で

す
。
特
に
印
象
的
な
出
来
ご
と
は
、
マ

ス
ク
の
不
足
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
の
お

店
に
行
っ
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

昔
カ
ゼ
予
防
の
為
に
母
が
縫
っ
て
く
れ

た
手
縫
の
マ
ス
ク
を
思
い
起
こ
し
ま
し

た
。
戦
後
の
物
資
不
足
で
物
も
無
か
っ

た
時
代
で
す
。
今
80
代
に
な
る
私
は
そ

の
時
の
母
の
や
さ
し
さ
を
今
も
忘
れ
ま

せ
ん
。
裁
縫
の
得
意
な
女
子
事
務
員
が

申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
競
っ
て
縫
っ
て

く
れ
た
手
作
り
マ
ス
ク
は
コ
ロ
ナ
と
共

に
永
遠
の
記
憶
と
し
て
残
る
で
し
ょ
う
。

（
マ
ロ
ニ
エ
支
部
　
井
上 

光
夫
）

■
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
、外
出
自
粛
要
請
が
か
か
り
、

多
く
の
方
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
経
験

さ
れ
た
と
思
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
・

面
接
と
ま
る
で
映
画
で
見
た
よ
う
な
光

景
が
現
実
に
、
ま
し
て
や
自
分
が
や
る

と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
会
議
・
訪
問
・
研
修
等
が

激
減
、
そ
れ
で
も
仕
事
は
回
る
。
改
め

て
無
駄
な
時
間
が
あ
っ
た
と
再
認
識
さ

れ
た
。
今
後
の
働
き
方
の
ニ
ュ
ー
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な

い
だ
ろ
う
。

（
御
幸
平
出
支
部
　
杉
浦 

啓
一
）

■
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
も
の

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
私
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
致

し
ま
し
た
。

　
仕
事
面
で
は
、
取
引
量
の
減
少
、
取

引
先
と
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
等
、
仕

事
の
や
り
方
そ
の
も
の
を
根
底
か
ら
見

つ
め
直
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
反
面
、
生
活
面
で
は
家
族
と
過
ご

す
時
間
、
家
族
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
が
増
え
る
等
の
プ
ラ
ス

面
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
目
に
見
え
る
環
境
変
化
に
加
え
て
、

コ
ロ
ナ
は
私
達
の
心
の
持
ち
方
を
変
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。I
T
技
術
に
よ
り
、

人
と
人
と
の
物
理
的
な
距
離
は
縮
ま
り

ま
し
た
が
、
心
の
距
離
は
コ
ロ
ナ
前
よ

り
更
に
広
が
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま

す
。コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
社
会
の
中
で
、

コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
心
の
傷
が
癒
え

る
日
は
い
つ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
石
井
横
田
支
部
　
上
野 

拓
也
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
巣
ご

も
り
生
活
を
余
儀
無
く
さ
れ
、
い
つ
ま

で
続
く
事
に
な
る
か
不
安
の
中
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

　
私
達
老
人
は
特
に
人
様
に
ご
迷
惑
を

か
け
な
い
と
心
に
誓
い
日
々
を
過
す
。

　
国
は
ネ
ッ
ト
で
の
買
物
を
推
奨
し
て

ま
す
の
で
、
各
地
で
今
売
れ
ず
に
困
っ

て
い
る
食
べ
物
を
取
り
寄
せ
て
楽
し
い

美
味
し
い
食
卓
を
囲
ん
で
お
り
ま
す
。

　
旭
酒
造
の
社
長
さ
ん
が
テ
レ
ビ
で

「
今
山
田
錦
を
作
っ
て
い
る
生
産
者
さ

ん
に
目
を
向
け
て
下
さ
い
、
励
み
に
な

り
ま
す
。
食
用
米
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

購
入
し
食
べ
ま
し
た
。
確
か
に
。
山
田

錦
は
酒
米
、
次
は
酒
で
、
獺
祭
。

（
陽
南
幕
田
支
部
　
沓
澤 

栄
子
）

■
緊
急
事
態
宣
言
で
思
う
こ
と

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
私
た
ち
の
生
活
に
多

く
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
中
で

も
「
距
離
」（
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
は
特

に
考
え
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
た
。「
距

離
」
に
は
空
間
的
距
離
を
表
す
「
距
離

間
」
と
心
理
的
距
離
を
表
す
「
距
離
感
」

が
あ
る
。
前
者
は
出
張
な
ど
の
移
動
制

限
や
直
接
人
と
会
う
こ
と
の
制
限
に
よ

り
W
e
b
会
議
で
代
替
さ
れ
る
な
ど
業

務
効
率
化
に
寄
与
し
た
。
し
か
し
後
者

は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と

い
う
突
然
出
て
き
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
よ
り
心
理
的
圧
迫
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
感
染
拡
大
が
予
断
を
許
さ

な
い
今
は
感
染
予
防
戦
略
の「
距
離
間
」

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
距

離
感
」
だ
け
は
安
易
に
変
え
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
ウ
イ
ル
ス
が
私
た
ち
の

空
間
的
距
離
と
と
も
に
心
理
的
距
離
ま

で
を
拡
げ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
一
日
も
早

い
終
息
を
願
う
。

（
さ
く
ら
支
部
　
木
内 

裕
祐
）

■『
緊
急
事
態
宣
言
発
令
』

　
今
年
は
自
粛
ム
ー
ド
の
中
で
の
Ｇ
Ｗ

と
な
り
、私
も
何
も
や
る
こ
と
も
な
く
、

ど
こ
に
行
け
る
わ
け
で
も
な
く
。
そ
ん

な
時
、
庭
の
草
む
し
り
で
も
と
始
め
て

み
る
と
、意
外
に
も
こ
れ
が
は
ま
っ
た
。

日
々
の
ス
ト
レ
ス
を
忘
れ
、
ひ
た
す
ら

雑
草
を
取
る
。
コ
ロ
ナ
の
事
も
忘
れ
て

し
ま
う
。
そ
し
て
我
が
家
の
庭
も
き
れ

い
に
な
っ
て
い
く
。
今
ま
で
に
な
い
達

成
感
を
持
つ
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
お
か

げ
で
自
分
に
一
つ
あ
り
が
た
い
趣
味
が

出
来
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
い
い
気
分
に

さ
せ
て
も
ら
え
た
。

　
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
は
続
く

で
あ
ろ
う
。
共
に
頑
張
ろ
う
。

（
西
原
花
房
支
部
　
菊
池 

秀
夫
）

■
こ
の
と
こ
ろ
予
想
だ
に
し
な
い
災
い

が
多
い
で
す
ね
。
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾

濫
、
地
震
の
多
発
。
そ
し
て
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
「
コ
ロ
ナ
」
に
よ
る
大
混
乱
で

大
変
な
想
い
を
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
私
達
の
人
生
に
は
３
つ
の
坂
が
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
調
子
の
良
い
「
登
り

坂
」、
苦
労
す
る
「
下
り
坂
」。
し
か
し

最
も
想
定
外
は
ハ
シ
ゴ
を
は
ず
さ
れ
た

よ
う
な
坂
「
ま
さ
か
」
の
坂
で
す
。
私

達
は
個
人
も
社
会
も
「
ま
さ
か
」
に
備

え
る
事
が
必
要
で
す
。「
ま
さ
か
」
は

尊
い
人
の
命
を
奪
い
ま
す
。
一
人
一
人

が
似
た
事
例
を
過
去
か
ら
学
び
そ
の
教

訓
が
社
会
に
進
化
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し

て
生
か
さ
れ
る
事
を
せ
つ
に
願
っ
て
い

ま
す
。（

馬
場
宮
園
支
部
　
竹
川 

哲
夫
）

■
鰻
割
烹
中
村
の
中
村
で
す
。
４
月
16

日
か
ら
５
月
16
日
ま
で
、
店
舗
の
営
業

は
休
み
に
し
て
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み

の
販
売
に
切
り
替
え
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ

開
店
休
業
状
態
で
し
た
。
宣
言
解
除
後

は
、
店
内
の
テ
ー
ブ
ル
９
台
の
内
３
台

を
使
用
せ
ず
６
台
の
み
の
使
用
に
切
り

替
え
テ
ー
ブ
ル
の
中
央
に
は
、
飛
沫
防

止
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
は

全
員
マ
ス
ク
着
用
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
又
、
お
客
様
用
に
も
手
の
消
毒
ス

プ
レ
ー
を
設
置
し
て
、
使
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
６
月
に
入
り
、
か

な
り
店
舗
は
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
ま
し

た
が
、
宴
会
は
４
〜
７
月
で
３
件
だ
け

で
、か
な
り
影
響
を
う
け
て
お
り
ま
す
。

（
中
央
支
部
　
中
村 

明
宏
）

■「
緊
急
事
態
宣
言
」
解
除
後
、
徐
々

に
感
染
症
陽
性
者
の
数
が
増
え
続
け

現
在
で
は
全
国
で
１
日
１
０
０
０
人

超
え
の
報
道
に
驚
き
、
何
時
自
社
・

自
分
の
身
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
の
で
は
と
の
恐
怖
。

　
７
月
初
旬
、
一
泊
二
日
の
日
程
で

東
京
都
内
へ
外
せ
な
い
用
事
で
出
か

け
た
。
お
昼
休
み
の
時
間
テ
レ
ビ
の

放
送
番
組
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
陽
性
者

の
数
が
初
め
て
「
東
京
都
内
で
２
５

０
人
超
え
と
の
報
道
」
に
愕
然
と
し
、

ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
外
出
出

来
る
状
態
で
無
か
っ
た
事
を
覚
え
て

い
る
。

　
政
府
は
、「
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
て
テ
レ
ワ
ー
ク
で
」
と
報
道
し
て
い

る
が
？

　
当
社
の
場
合
、
客
先
に
出
向
い
て
の

現
場
作
業
等
が
大
半
で
中
々
難
し
い
状

態
で
あ
る
。
社
員
に
対
し
現
場
作
業
を

す
る
場
合
室
内
外
を
問
わ
ず
マ
ス
ク
を

着
用
し
換
気
の
状
況
を
考
慮
し
作
業
上

不
必
要
な
物
・
所
に
は
決
し
て
触
れ
な

い
事
を
徹
底
し
又
、
当
然
な
が
ら
打
ち

合
わ
せ
等
は
メ
ー
ル
・
F
A
X
等
で
要

件
を
済
ま
せ
担
当
者
間
で
直
接
会
っ
て

の
打
ち
合
わ
せ
を
中
止
し
て
い
る
。

　
一
日
で
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
等
が
出

来
こ
の
感
染
症
が
収
束
す
る
事
を
切

に
願
う
。

（
北
支
部
　
田
嶋 

富
夫
）

■
今
年
２
月
、
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
で
お
き
た
コ

ロ
ナ
禍
も
対
岸
の
火
事
と
思
っ
て
い
た

が
、
連
日
の
報
道
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
・
ク
ラ
ス
タ
ー
な

ど
耳
慣
れ
な
い
言
葉
や
マ
ス
ク
、
消
毒

液
の
売
切
れ
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が
自
分
の
生
活
圏
に

も
忍
び
寄
っ
て
来
て
い
る
な
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
し
て
や
、
芸

能
人
が
亡
く
な
っ
た
の
は
衝
撃
的
だ
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
、
私
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
向
き
合
う
為
の
生
活
習
慣
が
一

変
し
て
い
っ
た
。
い
ま
だ
に
終
息
が
見

え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
、
私
達
は
感
染
し
な

い
、
さ
せ
な
い
と
肝
に
銘
じ
面
倒
で
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
た
新
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
覚
悟
が
必
要
な
の

だ
ろ
う
。

（
清
原
支
部
　
岡
﨑 

薫
）

■
前
代
未
聞
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
！

　
中
国
で
騒
然
と
な
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
世
界
中
に
飛
び
火
し
た
。
先
の
見

え
な
い
戦
い
に
世
界
中
が
戸
惑
い
仕
事

で
は
な
く
な
っ
た
。
命
と
引
き
換
え
、

自
分
だ
け
で
は
収
ま
ら
な
い
危
険
に
誰

も
が
不
安
な
日
々
を
送
っ
た
。
大
手
の

ゼ
ネ
コ
ン
を
中
心
に
す
べ
て
の
現
場
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
。
始
ま
っ
て
ま
だ
数
か

月
の
観
光
も
全
面
停
止
。
マ
ス
ク
を
始

め
多
く
の
生
活
必
需
品
を
買
い
求
め
人

が
列
を
な
し
た
。
で
も
日
本
人
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。我
慢
強
く
、

ル
ー
ル
を
守
り
、
順
番
を
待
つ
。
秩
序

あ
る
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
、
海
外
の
騒

動
を
見
る
に
つ
け
、
日
本
人
の
誇
り
を

改
め
て
感
じ
た
。
日
本
人
の
理
性
は
世

界
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
真
の
美
し
さ

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
の
心
意
気
に

乾
杯
！

（
城
山
支
部
　
髙
橋 

啓
子
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
は
、
１
月
に
国
内
で
初
め
て
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
、
3
月
に
は
感
染
者
が

急
増
、
4
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
に
発
令
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
現
在

は
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
感
染
対
策
を
行

う
こ
と
を
前
提
に
社
会
経
済
活
動
が
再

開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
緊
急
事
態

宣
言
に
伴
う
大
規
模
自
粛
や
、
今
も
感

染
が
続
い
て
い
る
状
況
で
は
、
社
会
経

済
へ
の
影
響
は
2
〜
3
年
は
続
く
と
思

わ
れ
る
。会
社
を
預
か
る
側
と
し
て
は
、

守
り
を
固
め
つ
つ
先
を
見
越
し
、
国
・

県
・
市
町
で
行
っ
て
い
る
経
済
対
策
を

身
の
丈
に
合
わ
せ
有
効
に
活
用
し
、
お

客
様
は
も
ち
ろ
ん
従
業
員
や
取
引
先
も

含
め
た
チ
ー
ム
を
い
か
に
し
て
維
持
し

て
い
く
の
か
、
こ
の
こ
と
を
主
眼
に
置

い
た
経
営
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
雀
宮
支
部
　
篠
崎 

圭
一
）

■
保
育
は
家
族
全
員
参
加

　
70
歳
を
目
前
に
か
つ
て
な
い
見
え
な

い
恐
怖
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
器

系
疾
患
を
持
つ
私
は
、
緊
急
事
態
宣
言

解
除
後
の
今
も
感
染
拡
大
防
止
対
策
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、
我
が
家
も
か
つ
て
な
い

状
況
下
に
直
面
。
保
育
園
に
通
っ
て
い

た
４
歳
の
孫
男
子
。
図
ら
ず
も
こ
の
時

期
に
４
月
か
ら
幼
稚
園
に
通
う
こ
と

に
。
家
族
全
員
会
社
に
所
属
し
て
い
る

為
、
さ
て
毎
日
の
保
育
対
策
を
ど
う
す

る
か
が
問
題
に
。
結
果
、
家
族
全
員
参

加
保
育
に
決
定
。
仕
事
と
保
育
担
当
の

時
間
割
を
密
に
作
成
実
行
。
全
員
保
育

に
対
す
る
考
え
は
格
段
向
上
し
楽
し
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
園
は
６

月
末
ま
で
休
園
。
現
在
も
２
時
間
保
育

の
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

（
河
内
支
部
　
鈴
木 

俊
江
）

■
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代…

　
　
　
　
　ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
!?

　
広
告
業
を
主
と
す
る
弊
社
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
市
場
全
体
の
鈍
化
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
等
を
受
け
、
売
上
は
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
、

と
に
か
く
、
社
員
が
コ
ロ
ナ
に
か
か
ら

ぬ
よ
う
、
同
時
に
う
つ
さ
ぬ
よ
う
気
を

配
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
が
品
切
れ
に

な
っ
た
３
月
頃
に
は
各
社
員
に
1
0
0

枚
と
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
支
給
。
社

内
に
は
、
空
気
清
浄
機
・
加
湿
器
・
非

接
触
体
温
計
を
設
置
し
、
日
々
の
体
調

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
密

を
意
識
し
た
席
の
配
置
換
え
を
実
施
。

コ
ロ
ナ
は
弊
社
体
制
の
見
直
し
の
機
会

と
も
な
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
導
入

中
で
す
。

（
女
性
部
会
　
永
井 

京
子
）

■
学
校
の
存
在

　
小
中
学
校
臨
時
休
業
期
間（
３
カ
月
）

は
、
家
庭
内
に
混
乱
を
き
た
す
期
間
で

あ
っ
た
。

　
子
供
達
だ
け
で
の
留
守
番
に
、
昼
食

の
準
備
の
事
な
ど
心
配
事
多
数
。
そ
し

て
、
最
も
大
変
だ
っ
た
の
は
、
休
業
期

間
に
学
校
で
学
ぶ
は
ず
だ
っ
た
学
習
内

容
が
宿
題
プ
リ
ン
ト
と
し
て
配
布
さ
れ

た
こ
と
。

　
親
が
在
宅
の
間
は
、
宿
題
の
進
み
具

合
を
気
に
し
て
ば
か
り
。
宿
題
は
む
し

ろ
親
に
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

疑
心
暗
鬼
に
。
と
に
か
く
終
わ
ら
な
い

３
カ
月
分
の
宿
題
に
、
親
子
共
々
精
神

的
に
疲
れ
果
て
、
学
校
再
開
を
熱
望
。

　
休
業
期
間
中
に
学
力
が
身
に
つ
い
た

か
心
配
し
つ
つ
、
学
校
教
育
の
大
切
さ

を
改
め
て
気
付
く
こ
と
と
な
っ
た
。

（
事
務
局
　
小
林 

俊
之
）
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　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
宇
都
宮
法
人
会
の
予
定

さ
れ
て
い
る
行
事
が
ほ
ぼ
ほ
ぼ
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。｢

宮
び
と｣

を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
法
人
会
の
事

業
報
告
が
で
き
ま
せ
ん
。

　つ
き
ま
し
て
、
広
報
各
委
員
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

た
こ
と
や
、
思
う
こ
と
を
記
事
に
致
し

ま
し
た
。
ご
笑
覧
下
さ
い
ま
せ
。

■
中
国
・
武
漢
か
ら
広
ま
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
瞬
く
間
に

世
界
中
に
広
ま
り
、
我
が
国
で
も
戦
後

初
の｢

緊
急
事
態
宣
言｣

が
発
令
さ
れ
、

外
出
自
粛
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
上
の
有
料
配
信
な
ど
一
部
の

例
外
は
あ
る
も
の
の
、
経
済
活
動
の
大

部
分
は
、
物
の
製
造
と
販
売
に
依
っ
て

い
ま
す
。
我
々
に
出
来
る
事
は
感
染
防

止
に
配
慮
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
を

粛
々
と
続
け
る
こ
と
だ
け
で
す
。
臆
せ

ず
、
騒
が
ず
、
慌
て
ず
に
。

　
焦
ら
ず
に
生
き
延
び
れ
ば
、
事
態
は

必
ず
好
転
す
る
と
根
拠
も
な
く
信
じ
て
。

（
委
員
長
　
上
三
川
支
部
　
竹
末 

次
夫
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発

生
し
て
半
年
以
上
も
経
過
し
ま
す
が
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
等
が

出
来
る
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
〝
コ
ロ
ナ
〞

と
う
ま
く
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
中
、
生
活
様
式
も
社
会
の

仕
事
の
や
り
方
も
今
ま
で
と
は
ち
が
っ

た
新
し
い
や
り
方
で
変
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
自
身
も
、
自
宅
待
機
中
は
〝
断
捨

離
〞
を
又
家
で
ユ
ッ
ク
リ
食
事
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
会
員
の
皆
様
に
有
意
義
な
情

報
提
供
を
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
担
当
副
会
長
　
斎
藤 

高
蔵
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
と
し
て

私
共
の
会
社
で
は
、
事
務
所
内
各
所
に
手

指
消
毒
薬
を
設
置
す
る
と
共
に
毎
朝
始
業

前
に
ド
ア
ノ
ブ
や
事
務
機
器
等
の
消
毒
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
社
員
全
員
に
マ
ス
ク

50
枚
入
り
一
箱
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
社
員
の
強

化
研
修
や
全
体
会
議
等
は
、
会
場
を
別
棟

や
別
フ
ロ
ア
の
３
会
場
に
分
散
す
る
と
共

に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議

形
式
で
「
３
つ
の
密
」
の
機
会
を
減
ら
す

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
マ
ス
ク
着
用
や
消
毒
、
外
出
や
会
食

の
自
粛
等
の
生
活
様
式
や
行
動
の
制
限

が
一
日
も
早
く
解
除
さ
れ
、
普
通
の
日

常
生
活
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
望
ん
で

お
り
ま
す
。

（
副
委
員
長
　
上
河
内
支
部
　
塩
井 

賢
一
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
思
う
。

　
令
和
２
年
２
月
節
分
も
過
ぎ
当
社
は

今
、
出
荷
量
全
国
第
１
位
の
苺
の
配
送

に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
３
月
に
入
り

取
引
先
か
ら
マ
ス
ク
着
用
。
４
月
に
は

体
温
測
定
の
要
請
が
入
り
、
い
ざ
探
し

て
も
手
に
入
ら
ず
焦
り
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
体
温
計
や
マ
ス
ク
等
注

文
。
５
月
初
旬
に
1
0
0
0
枚
購
入
し

ま
し
た
。
３
、
４
月
は
、
業
界
団
体
か

ら
購
入
し
マ
ス
ク
不
足
を
痛
感
し
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
ゴ
ム
不
足

で
大
変
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、
手
作
り

マ
ス
ク
を
全
社
員
に
配
り
ま
し
た
。
在

宅
勤
務
者
が
増
え
物
流
も
増
加
、
青
果

物
輸
送
は
通
常
以
上
に
忙
し
く
感
染
の

不
安
を
抱
え
て
の
毎
日
で
し
た
。

　
今
後
、
３
密
を
ど
れ
だ
け
避
け
、
社

員
の
安
全
確
保
と
安
心
安
全
な
輸
送
。

栃
木
の
食
の
流
通
確
保
と
正
確
な
情
報

伝
達
が
最
も
必
要
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

（
副
委
員
長
　
駅
東
支
部
　
小
杉 

恵
子
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

お
い
て
、
建
設
業
は
「
公
共
性
が
高
く

緊
急
度
が
あ
る
」
た
め
に
休
業
要
請
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
密
を
避
け

る
た
め
の
措
置
や
感
染
防
止
対
策
の
た

め
の
費
用
等
、
こ
れ
ま
で
は
不
要
で

あ
っ
た
経
費
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
作
業
員
休
憩
所
の
３
密
を
避
け
る
た

め
に
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
増
や
し
た

り
、
不
足
し
て
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

中
で
も
マ
ス
ク
・
消
毒
液
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
付
け
て
使
用
す
る
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー

ド
等
を
社
員
や
現
場
に
配
付
す
る
な

ど
、
対
策
を
行
う
た
め
の
経
費
が
嵩
ん

で
い
ま
す
。

　
社
員
・
現
場
か
ら
感
染
者
を
出
さ
な

い
た
め
に
は
必
要
な
経
費
で
す
が
、
決

算
の
見
通
し
が
芳
し
く
な
い
今
期
に
お

い
て
は
悩
ま
し
い
限
り
で
す
。

（
細
谷
戸
祭
支
部
　
轟 

久
敬
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
歴
史
的
な
出
来
ご
と
の
渦
中
に
立
た

さ
れ
た
私
達
は
、
刻
々
変
化
す
る
社
会

情
勢
の
中
で
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
で

す
。
特
に
印
象
的
な
出
来
ご
と
は
、
マ

ス
ク
の
不
足
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
の
お

店
に
行
っ
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

昔
カ
ゼ
予
防
の
為
に
母
が
縫
っ
て
く
れ

た
手
縫
の
マ
ス
ク
を
思
い
起
こ
し
ま
し

た
。
戦
後
の
物
資
不
足
で
物
も
無
か
っ

た
時
代
で
す
。
今
80
代
に
な
る
私
は
そ

の
時
の
母
の
や
さ
し
さ
を
今
も
忘
れ
ま

せ
ん
。
裁
縫
の
得
意
な
女
子
事
務
員
が

申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
競
っ
て
縫
っ
て

く
れ
た
手
作
り
マ
ス
ク
は
コ
ロ
ナ
と
共

に
永
遠
の
記
憶
と
し
て
残
る
で
し
ょ
う
。

（
マ
ロ
ニ
エ
支
部
　
井
上 

光
夫
）

■
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
、外
出
自
粛
要
請
が
か
か
り
、

多
く
の
方
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
経
験

さ
れ
た
と
思
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
・

面
接
と
ま
る
で
映
画
で
見
た
よ
う
な
光

景
が
現
実
に
、
ま
し
て
や
自
分
が
や
る

と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
会
議
・
訪
問
・
研
修
等
が

激
減
、
そ
れ
で
も
仕
事
は
回
る
。
改
め

て
無
駄
な
時
間
が
あ
っ
た
と
再
認
識
さ

れ
た
。
今
後
の
働
き
方
の
ニ
ュ
ー
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な

い
だ
ろ
う
。

（
御
幸
平
出
支
部
　
杉
浦 

啓
一
）

■
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
も
の

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
私
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
致

し
ま
し
た
。

　
仕
事
面
で
は
、
取
引
量
の
減
少
、
取

引
先
と
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
等
、
仕

事
の
や
り
方
そ
の
も
の
を
根
底
か
ら
見

つ
め
直
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
反
面
、
生
活
面
で
は
家
族
と
過
ご

す
時
間
、
家
族
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
が
増
え
る
等
の
プ
ラ
ス

面
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
目
に
見
え
る
環
境
変
化
に
加
え
て
、

コ
ロ
ナ
は
私
達
の
心
の
持
ち
方
を
変
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。I
T
技
術
に
よ
り
、

人
と
人
と
の
物
理
的
な
距
離
は
縮
ま
り

ま
し
た
が
、
心
の
距
離
は
コ
ロ
ナ
前
よ

り
更
に
広
が
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま

す
。コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
社
会
の
中
で
、

コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
心
の
傷
が
癒
え

る
日
は
い
つ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
石
井
横
田
支
部
　
上
野 

拓
也
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
巣
ご

も
り
生
活
を
余
儀
無
く
さ
れ
、
い
つ
ま

で
続
く
事
に
な
る
か
不
安
の
中
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

　
私
達
老
人
は
特
に
人
様
に
ご
迷
惑
を

か
け
な
い
と
心
に
誓
い
日
々
を
過
す
。

　
国
は
ネ
ッ
ト
で
の
買
物
を
推
奨
し
て

ま
す
の
で
、
各
地
で
今
売
れ
ず
に
困
っ

て
い
る
食
べ
物
を
取
り
寄
せ
て
楽
し
い

美
味
し
い
食
卓
を
囲
ん
で
お
り
ま
す
。

　
旭
酒
造
の
社
長
さ
ん
が
テ
レ
ビ
で

「
今
山
田
錦
を
作
っ
て
い
る
生
産
者
さ

ん
に
目
を
向
け
て
下
さ
い
、
励
み
に
な

り
ま
す
。
食
用
米
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

購
入
し
食
べ
ま
し
た
。
確
か
に
。
山
田

錦
は
酒
米
、
次
は
酒
で
、
獺
祭
。

（
陽
南
幕
田
支
部
　
沓
澤 

栄
子
）

■
緊
急
事
態
宣
言
で
思
う
こ
と

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
私
た
ち
の
生
活
に
多

く
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
中
で

も
「
距
離
」（
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
は
特

に
考
え
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
た
。「
距

離
」
に
は
空
間
的
距
離
を
表
す
「
距
離

間
」
と
心
理
的
距
離
を
表
す
「
距
離
感
」

が
あ
る
。
前
者
は
出
張
な
ど
の
移
動
制

限
や
直
接
人
と
会
う
こ
と
の
制
限
に
よ

り
W
e
b
会
議
で
代
替
さ
れ
る
な
ど
業

務
効
率
化
に
寄
与
し
た
。
し
か
し
後
者

は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と

い
う
突
然
出
て
き
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
よ
り
心
理
的
圧
迫
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
感
染
拡
大
が
予
断
を
許
さ

な
い
今
は
感
染
予
防
戦
略
の「
距
離
間
」

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
距

離
感
」
だ
け
は
安
易
に
変
え
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
ウ
イ
ル
ス
が
私
た
ち
の

空
間
的
距
離
と
と
も
に
心
理
的
距
離
ま

で
を
拡
げ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
一
日
も
早

い
終
息
を
願
う
。

（
さ
く
ら
支
部
　
木
内 

裕
祐
）

■『
緊
急
事
態
宣
言
発
令
』

　
今
年
は
自
粛
ム
ー
ド
の
中
で
の
Ｇ
Ｗ

と
な
り
、私
も
何
も
や
る
こ
と
も
な
く
、

ど
こ
に
行
け
る
わ
け
で
も
な
く
。
そ
ん

な
時
、
庭
の
草
む
し
り
で
も
と
始
め
て

み
る
と
、意
外
に
も
こ
れ
が
は
ま
っ
た
。

日
々
の
ス
ト
レ
ス
を
忘
れ
、
ひ
た
す
ら

雑
草
を
取
る
。
コ
ロ
ナ
の
事
も
忘
れ
て

し
ま
う
。
そ
し
て
我
が
家
の
庭
も
き
れ

い
に
な
っ
て
い
く
。
今
ま
で
に
な
い
達

成
感
を
持
つ
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
お
か

げ
で
自
分
に
一
つ
あ
り
が
た
い
趣
味
が

出
来
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
い
い
気
分
に

さ
せ
て
も
ら
え
た
。

　
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
は
続
く

で
あ
ろ
う
。
共
に
頑
張
ろ
う
。

（
西
原
花
房
支
部
　
菊
池 

秀
夫
）

■
こ
の
と
こ
ろ
予
想
だ
に
し
な
い
災
い

が
多
い
で
す
ね
。
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾

濫
、
地
震
の
多
発
。
そ
し
て
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
「
コ
ロ
ナ
」
に
よ
る
大
混
乱
で

大
変
な
想
い
を
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
私
達
の
人
生
に
は
３
つ
の
坂
が
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
調
子
の
良
い
「
登
り

坂
」、
苦
労
す
る
「
下
り
坂
」。
し
か
し

最
も
想
定
外
は
ハ
シ
ゴ
を
は
ず
さ
れ
た

よ
う
な
坂
「
ま
さ
か
」
の
坂
で
す
。
私

達
は
個
人
も
社
会
も
「
ま
さ
か
」
に
備

え
る
事
が
必
要
で
す
。「
ま
さ
か
」
は

尊
い
人
の
命
を
奪
い
ま
す
。
一
人
一
人

が
似
た
事
例
を
過
去
か
ら
学
び
そ
の
教

訓
が
社
会
に
進
化
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し

て
生
か
さ
れ
る
事
を
せ
つ
に
願
っ
て
い

ま
す
。（

馬
場
宮
園
支
部
　
竹
川 

哲
夫
）

■
鰻
割
烹
中
村
の
中
村
で
す
。
４
月
16

日
か
ら
５
月
16
日
ま
で
、
店
舗
の
営
業

は
休
み
に
し
て
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み

の
販
売
に
切
り
替
え
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ

開
店
休
業
状
態
で
し
た
。
宣
言
解
除
後

は
、
店
内
の
テ
ー
ブ
ル
９
台
の
内
３
台

を
使
用
せ
ず
６
台
の
み
の
使
用
に
切
り

替
え
テ
ー
ブ
ル
の
中
央
に
は
、
飛
沫
防

止
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
は

全
員
マ
ス
ク
着
用
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
又
、
お
客
様
用
に
も
手
の
消
毒
ス

プ
レ
ー
を
設
置
し
て
、
使
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
６
月
に
入
り
、
か

な
り
店
舗
は
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
ま
し

た
が
、
宴
会
は
４
〜
７
月
で
３
件
だ
け

で
、か
な
り
影
響
を
う
け
て
お
り
ま
す
。

（
中
央
支
部
　
中
村 

明
宏
）

■「
緊
急
事
態
宣
言
」
解
除
後
、
徐
々

に
感
染
症
陽
性
者
の
数
が
増
え
続
け

現
在
で
は
全
国
で
１
日
１
０
０
０
人

超
え
の
報
道
に
驚
き
、
何
時
自
社
・

自
分
の
身
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
の
で
は
と
の
恐
怖
。

　
７
月
初
旬
、
一
泊
二
日
の
日
程
で

東
京
都
内
へ
外
せ
な
い
用
事
で
出
か

け
た
。
お
昼
休
み
の
時
間
テ
レ
ビ
の

放
送
番
組
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
陽
性
者

の
数
が
初
め
て
「
東
京
都
内
で
２
５

０
人
超
え
と
の
報
道
」
に
愕
然
と
し
、

ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
外
出
出

来
る
状
態
で
無
か
っ
た
事
を
覚
え
て

い
る
。

　
政
府
は
、「
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
て
テ
レ
ワ
ー
ク
で
」
と
報
道
し
て
い

る
が
？

　
当
社
の
場
合
、
客
先
に
出
向
い
て
の

現
場
作
業
等
が
大
半
で
中
々
難
し
い
状

態
で
あ
る
。
社
員
に
対
し
現
場
作
業
を

す
る
場
合
室
内
外
を
問
わ
ず
マ
ス
ク
を

着
用
し
換
気
の
状
況
を
考
慮
し
作
業
上

不
必
要
な
物
・
所
に
は
決
し
て
触
れ
な

い
事
を
徹
底
し
又
、
当
然
な
が
ら
打
ち

合
わ
せ
等
は
メ
ー
ル
・
F
A
X
等
で
要

件
を
済
ま
せ
担
当
者
間
で
直
接
会
っ
て

の
打
ち
合
わ
せ
を
中
止
し
て
い
る
。

　
一
日
で
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
等
が
出

来
こ
の
感
染
症
が
収
束
す
る
事
を
切

に
願
う
。

（
北
支
部
　
田
嶋 

富
夫
）

■
今
年
２
月
、
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
で
お
き
た
コ

ロ
ナ
禍
も
対
岸
の
火
事
と
思
っ
て
い
た

が
、
連
日
の
報
道
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
・
ク
ラ
ス
タ
ー
な

ど
耳
慣
れ
な
い
言
葉
や
マ
ス
ク
、
消
毒

液
の
売
切
れ
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が
自
分
の
生
活
圏
に

も
忍
び
寄
っ
て
来
て
い
る
な
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
し
て
や
、
芸

能
人
が
亡
く
な
っ
た
の
は
衝
撃
的
だ
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
、
私
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
向
き
合
う
為
の
生
活
習
慣
が
一

変
し
て
い
っ
た
。
い
ま
だ
に
終
息
が
見

え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
、
私
達
は
感
染
し
な

い
、
さ
せ
な
い
と
肝
に
銘
じ
面
倒
で
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
た
新
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
覚
悟
が
必
要
な
の

だ
ろ
う
。

（
清
原
支
部
　
岡
﨑 

薫
）

■
前
代
未
聞
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
！

　
中
国
で
騒
然
と
な
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
世
界
中
に
飛
び
火
し
た
。
先
の
見

え
な
い
戦
い
に
世
界
中
が
戸
惑
い
仕
事

で
は
な
く
な
っ
た
。
命
と
引
き
換
え
、

自
分
だ
け
で
は
収
ま
ら
な
い
危
険
に
誰

も
が
不
安
な
日
々
を
送
っ
た
。
大
手
の

ゼ
ネ
コ
ン
を
中
心
に
す
べ
て
の
現
場
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
。
始
ま
っ
て
ま
だ
数
か

月
の
観
光
も
全
面
停
止
。
マ
ス
ク
を
始

め
多
く
の
生
活
必
需
品
を
買
い
求
め
人

が
列
を
な
し
た
。
で
も
日
本
人
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。我
慢
強
く
、

ル
ー
ル
を
守
り
、
順
番
を
待
つ
。
秩
序

あ
る
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
、
海
外
の
騒

動
を
見
る
に
つ
け
、
日
本
人
の
誇
り
を

改
め
て
感
じ
た
。
日
本
人
の
理
性
は
世

界
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
真
の
美
し
さ

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
の
心
意
気
に

乾
杯
！

（
城
山
支
部
　
髙
橋 

啓
子
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
は
、
１
月
に
国
内
で
初
め
て
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
、
3
月
に
は
感
染
者
が

急
増
、
4
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
に
発
令
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
現
在

は
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
感
染
対
策
を
行

う
こ
と
を
前
提
に
社
会
経
済
活
動
が
再

開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
緊
急
事
態

宣
言
に
伴
う
大
規
模
自
粛
や
、
今
も
感

染
が
続
い
て
い
る
状
況
で
は
、
社
会
経

済
へ
の
影
響
は
2
〜
3
年
は
続
く
と
思

わ
れ
る
。会
社
を
預
か
る
側
と
し
て
は
、

守
り
を
固
め
つ
つ
先
を
見
越
し
、
国
・

県
・
市
町
で
行
っ
て
い
る
経
済
対
策
を

身
の
丈
に
合
わ
せ
有
効
に
活
用
し
、
お

客
様
は
も
ち
ろ
ん
従
業
員
や
取
引
先
も

含
め
た
チ
ー
ム
を
い
か
に
し
て
維
持
し

て
い
く
の
か
、
こ
の
こ
と
を
主
眼
に
置

い
た
経
営
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
雀
宮
支
部
　
篠
崎 

圭
一
）

■
保
育
は
家
族
全
員
参
加

　
70
歳
を
目
前
に
か
つ
て
な
い
見
え
な

い
恐
怖
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
器

系
疾
患
を
持
つ
私
は
、
緊
急
事
態
宣
言

解
除
後
の
今
も
感
染
拡
大
防
止
対
策
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、
我
が
家
も
か
つ
て
な
い

状
況
下
に
直
面
。
保
育
園
に
通
っ
て
い

た
４
歳
の
孫
男
子
。
図
ら
ず
も
こ
の
時

期
に
４
月
か
ら
幼
稚
園
に
通
う
こ
と

に
。
家
族
全
員
会
社
に
所
属
し
て
い
る

為
、
さ
て
毎
日
の
保
育
対
策
を
ど
う
す

る
か
が
問
題
に
。
結
果
、
家
族
全
員
参

加
保
育
に
決
定
。
仕
事
と
保
育
担
当
の

時
間
割
を
密
に
作
成
実
行
。
全
員
保
育

に
対
す
る
考
え
は
格
段
向
上
し
楽
し
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
園
は
６

月
末
ま
で
休
園
。
現
在
も
２
時
間
保
育

の
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

（
河
内
支
部
　
鈴
木 

俊
江
）

■
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代…

　
　
　
　
　ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
!?

　
広
告
業
を
主
と
す
る
弊
社
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
市
場
全
体
の
鈍
化
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
等
を
受
け
、
売
上
は
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
、

と
に
か
く
、
社
員
が
コ
ロ
ナ
に
か
か
ら

ぬ
よ
う
、
同
時
に
う
つ
さ
ぬ
よ
う
気
を

配
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
が
品
切
れ
に

な
っ
た
３
月
頃
に
は
各
社
員
に
1
0
0

枚
と
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
支
給
。
社

内
に
は
、
空
気
清
浄
機
・
加
湿
器
・
非

接
触
体
温
計
を
設
置
し
、
日
々
の
体
調

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
密

を
意
識
し
た
席
の
配
置
換
え
を
実
施
。

コ
ロ
ナ
は
弊
社
体
制
の
見
直
し
の
機
会

と
も
な
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
導
入

中
で
す
。

（
女
性
部
会
　
永
井 

京
子
）

■
学
校
の
存
在

　
小
中
学
校
臨
時
休
業
期
間（
３
カ
月
）

は
、
家
庭
内
に
混
乱
を
き
た
す
期
間
で

あ
っ
た
。

　
子
供
達
だ
け
で
の
留
守
番
に
、
昼
食

の
準
備
の
事
な
ど
心
配
事
多
数
。
そ
し

て
、
最
も
大
変
だ
っ
た
の
は
、
休
業
期

間
に
学
校
で
学
ぶ
は
ず
だ
っ
た
学
習
内

容
が
宿
題
プ
リ
ン
ト
と
し
て
配
布
さ
れ

た
こ
と
。

　
親
が
在
宅
の
間
は
、
宿
題
の
進
み
具

合
を
気
に
し
て
ば
か
り
。
宿
題
は
む
し

ろ
親
に
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

疑
心
暗
鬼
に
。
と
に
か
く
終
わ
ら
な
い

３
カ
月
分
の
宿
題
に
、
親
子
共
々
精
神

的
に
疲
れ
果
て
、
学
校
再
開
を
熱
望
。

　
休
業
期
間
中
に
学
力
が
身
に
つ
い
た

か
心
配
し
つ
つ
、
学
校
教
育
の
大
切
さ

を
改
め
て
気
付
く
こ
と
と
な
っ
た
。

（
事
務
局
　
小
林 

俊
之
）

MIYABITO ６



　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
宇
都
宮
法
人
会
の
予
定

さ
れ
て
い
る
行
事
が
ほ
ぼ
ほ
ぼ
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。｢

宮
び
と｣

を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
法
人
会
の
事

業
報
告
が
で
き
ま
せ
ん
。

　つ
き
ま
し
て
、
広
報
各
委
員
が
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

た
こ
と
や
、
思
う
こ
と
を
記
事
に
致
し

ま
し
た
。
ご
笑
覧
下
さ
い
ま
せ
。

■
中
国
・
武
漢
か
ら
広
ま
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
瞬
く
間
に

世
界
中
に
広
ま
り
、
我
が
国
で
も
戦
後

初
の｢

緊
急
事
態
宣
言｣

が
発
令
さ
れ
、

外
出
自
粛
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
上
の
有
料
配
信
な
ど
一
部
の

例
外
は
あ
る
も
の
の
、
経
済
活
動
の
大

部
分
は
、
物
の
製
造
と
販
売
に
依
っ
て

い
ま
す
。
我
々
に
出
来
る
事
は
感
染
防

止
に
配
慮
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
を

粛
々
と
続
け
る
こ
と
だ
け
で
す
。
臆
せ

ず
、
騒
が
ず
、
慌
て
ず
に
。

　
焦
ら
ず
に
生
き
延
び
れ
ば
、
事
態
は

必
ず
好
転
す
る
と
根
拠
も
な
く
信
じ
て
。

（
委
員
長
　
上
三
川
支
部
　
竹
末 

次
夫
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発

生
し
て
半
年
以
上
も
経
過
し
ま
す
が
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
等
が

出
来
る
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
〝
コ
ロ
ナ
〞

と
う
ま
く
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
中
、
生
活
様
式
も
社
会
の

仕
事
の
や
り
方
も
今
ま
で
と
は
ち
が
っ

た
新
し
い
や
り
方
で
変
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
自
身
も
、
自
宅
待
機
中
は
〝
断
捨

離
〞
を
又
家
で
ユ
ッ
ク
リ
食
事
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
会
員
の
皆
様
に
有
意
義
な
情

報
提
供
を
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
担
当
副
会
長
　
斎
藤 

高
蔵
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
と
し
て

私
共
の
会
社
で
は
、
事
務
所
内
各
所
に
手

指
消
毒
薬
を
設
置
す
る
と
共
に
毎
朝
始
業

前
に
ド
ア
ノ
ブ
や
事
務
機
器
等
の
消
毒
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
社
員
全
員
に
マ
ス
ク

50
枚
入
り
一
箱
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
社
員
の
強

化
研
修
や
全
体
会
議
等
は
、
会
場
を
別
棟

や
別
フ
ロ
ア
の
３
会
場
に
分
散
す
る
と
共

に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議

形
式
で
「
３
つ
の
密
」
の
機
会
を
減
ら
す

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
マ
ス
ク
着
用
や
消
毒
、
外
出
や
会
食

の
自
粛
等
の
生
活
様
式
や
行
動
の
制
限

が
一
日
も
早
く
解
除
さ
れ
、
普
通
の
日

常
生
活
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
望
ん
で

お
り
ま
す
。

（
副
委
員
長
　
上
河
内
支
部
　
塩
井 

賢
一
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
思
う
。

　
令
和
２
年
２
月
節
分
も
過
ぎ
当
社
は

今
、
出
荷
量
全
国
第
１
位
の
苺
の
配
送

に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
３
月
に
入
り

取
引
先
か
ら
マ
ス
ク
着
用
。
４
月
に
は

体
温
測
定
の
要
請
が
入
り
、
い
ざ
探
し

て
も
手
に
入
ら
ず
焦
り
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
体
温
計
や
マ
ス
ク
等
注

文
。
５
月
初
旬
に
1
0
0
0
枚
購
入
し

ま
し
た
。
３
、
４
月
は
、
業
界
団
体
か

ら
購
入
し
マ
ス
ク
不
足
を
痛
感
し
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
ゴ
ム
不
足

で
大
変
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、
手
作
り

マ
ス
ク
を
全
社
員
に
配
り
ま
し
た
。
在

宅
勤
務
者
が
増
え
物
流
も
増
加
、
青
果

物
輸
送
は
通
常
以
上
に
忙
し
く
感
染
の

不
安
を
抱
え
て
の
毎
日
で
し
た
。

　
今
後
、
３
密
を
ど
れ
だ
け
避
け
、
社

員
の
安
全
確
保
と
安
心
安
全
な
輸
送
。

栃
木
の
食
の
流
通
確
保
と
正
確
な
情
報

伝
達
が
最
も
必
要
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

（
副
委
員
長
　
駅
東
支
部
　
小
杉 

恵
子
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

お
い
て
、
建
設
業
は
「
公
共
性
が
高
く

緊
急
度
が
あ
る
」
た
め
に
休
業
要
請
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
密
を
避
け

る
た
め
の
措
置
や
感
染
防
止
対
策
の
た

め
の
費
用
等
、
こ
れ
ま
で
は
不
要
で

あ
っ
た
経
費
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
作
業
員
休
憩
所
の
３
密
を
避
け
る
た

め
に
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
増
や
し
た

り
、
不
足
し
て
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

中
で
も
マ
ス
ク
・
消
毒
液
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
付
け
て
使
用
す
る
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー

ド
等
を
社
員
や
現
場
に
配
付
す
る
な

ど
、
対
策
を
行
う
た
め
の
経
費
が
嵩
ん

で
い
ま
す
。

　
社
員
・
現
場
か
ら
感
染
者
を
出
さ
な

い
た
め
に
は
必
要
な
経
費
で
す
が
、
決

算
の
見
通
し
が
芳
し
く
な
い
今
期
に
お

い
て
は
悩
ま
し
い
限
り
で
す
。

（
細
谷
戸
祭
支
部
　
轟 

久
敬
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
歴
史
的
な
出
来
ご
と
の
渦
中
に
立
た

さ
れ
た
私
達
は
、
刻
々
変
化
す
る
社
会

情
勢
の
中
で
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
で

す
。
特
に
印
象
的
な
出
来
ご
と
は
、
マ

ス
ク
の
不
足
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
の
お

店
に
行
っ
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

昔
カ
ゼ
予
防
の
為
に
母
が
縫
っ
て
く
れ

た
手
縫
の
マ
ス
ク
を
思
い
起
こ
し
ま
し

た
。
戦
後
の
物
資
不
足
で
物
も
無
か
っ

た
時
代
で
す
。
今
80
代
に
な
る
私
は
そ

の
時
の
母
の
や
さ
し
さ
を
今
も
忘
れ
ま

せ
ん
。
裁
縫
の
得
意
な
女
子
事
務
員
が

申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
競
っ
て
縫
っ
て

く
れ
た
手
作
り
マ
ス
ク
は
コ
ロ
ナ
と
共

に
永
遠
の
記
憶
と
し
て
残
る
で
し
ょ
う
。

（
マ
ロ
ニ
エ
支
部
　
井
上 

光
夫
）

■
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
、外
出
自
粛
要
請
が
か
か
り
、

多
く
の
方
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
経
験

さ
れ
た
と
思
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
・

面
接
と
ま
る
で
映
画
で
見
た
よ
う
な
光

景
が
現
実
に
、
ま
し
て
や
自
分
が
や
る

と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
会
議
・
訪
問
・
研
修
等
が

激
減
、
そ
れ
で
も
仕
事
は
回
る
。
改
め

て
無
駄
な
時
間
が
あ
っ
た
と
再
認
識
さ

れ
た
。
今
後
の
働
き
方
の
ニ
ュ
ー
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な

い
だ
ろ
う
。

（
御
幸
平
出
支
部
　
杉
浦 

啓
一
）

■
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
も
の

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
私
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
致

し
ま
し
た
。

　
仕
事
面
で
は
、
取
引
量
の
減
少
、
取

引
先
と
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
等
、
仕

事
の
や
り
方
そ
の
も
の
を
根
底
か
ら
見

つ
め
直
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
反
面
、
生
活
面
で
は
家
族
と
過
ご

す
時
間
、
家
族
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
が
増
え
る
等
の
プ
ラ
ス

面
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
目
に
見
え
る
環
境
変
化
に
加
え
て
、

コ
ロ
ナ
は
私
達
の
心
の
持
ち
方
を
変
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。I
T
技
術
に
よ
り
、

人
と
人
と
の
物
理
的
な
距
離
は
縮
ま
り

ま
し
た
が
、
心
の
距
離
は
コ
ロ
ナ
前
よ

り
更
に
広
が
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま

す
。コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
社
会
の
中
で
、

コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
心
の
傷
が
癒
え

る
日
は
い
つ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
石
井
横
田
支
部
　
上
野 

拓
也
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
巣
ご

も
り
生
活
を
余
儀
無
く
さ
れ
、
い
つ
ま

で
続
く
事
に
な
る
か
不
安
の
中
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

　
私
達
老
人
は
特
に
人
様
に
ご
迷
惑
を

か
け
な
い
と
心
に
誓
い
日
々
を
過
す
。

　
国
は
ネ
ッ
ト
で
の
買
物
を
推
奨
し
て

ま
す
の
で
、
各
地
で
今
売
れ
ず
に
困
っ

て
い
る
食
べ
物
を
取
り
寄
せ
て
楽
し
い

美
味
し
い
食
卓
を
囲
ん
で
お
り
ま
す
。

　
旭
酒
造
の
社
長
さ
ん
が
テ
レ
ビ
で

「
今
山
田
錦
を
作
っ
て
い
る
生
産
者
さ

ん
に
目
を
向
け
て
下
さ
い
、
励
み
に
な

り
ま
す
。
食
用
米
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

購
入
し
食
べ
ま
し
た
。
確
か
に
。
山
田

錦
は
酒
米
、
次
は
酒
で
、
獺
祭
。

（
陽
南
幕
田
支
部
　
沓
澤 

栄
子
）

■
緊
急
事
態
宣
言
で
思
う
こ
と

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
私
た
ち
の
生
活
に
多

く
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
中
で

も
「
距
離
」（
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
は
特

に
考
え
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
た
。「
距

離
」
に
は
空
間
的
距
離
を
表
す
「
距
離

間
」
と
心
理
的
距
離
を
表
す
「
距
離
感
」

が
あ
る
。
前
者
は
出
張
な
ど
の
移
動
制

限
や
直
接
人
と
会
う
こ
と
の
制
限
に
よ

り
W
e
b
会
議
で
代
替
さ
れ
る
な
ど
業

務
効
率
化
に
寄
与
し
た
。
し
か
し
後
者

は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と

い
う
突
然
出
て
き
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
よ
り
心
理
的
圧
迫
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
感
染
拡
大
が
予
断
を
許
さ

な
い
今
は
感
染
予
防
戦
略
の「
距
離
間
」

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
距

離
感
」
だ
け
は
安
易
に
変
え
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
ウ
イ
ル
ス
が
私
た
ち
の

空
間
的
距
離
と
と
も
に
心
理
的
距
離
ま

で
を
拡
げ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
一
日
も
早

い
終
息
を
願
う
。

（
さ
く
ら
支
部
　
木
内 

裕
祐
）

■『
緊
急
事
態
宣
言
発
令
』

　
今
年
は
自
粛
ム
ー
ド
の
中
で
の
Ｇ
Ｗ

と
な
り
、私
も
何
も
や
る
こ
と
も
な
く
、

ど
こ
に
行
け
る
わ
け
で
も
な
く
。
そ
ん

な
時
、
庭
の
草
む
し
り
で
も
と
始
め
て

み
る
と
、意
外
に
も
こ
れ
が
は
ま
っ
た
。

日
々
の
ス
ト
レ
ス
を
忘
れ
、
ひ
た
す
ら

雑
草
を
取
る
。
コ
ロ
ナ
の
事
も
忘
れ
て

し
ま
う
。
そ
し
て
我
が
家
の
庭
も
き
れ

い
に
な
っ
て
い
く
。
今
ま
で
に
な
い
達

成
感
を
持
つ
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
お
か

げ
で
自
分
に
一
つ
あ
り
が
た
い
趣
味
が

出
来
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
い
い
気
分
に

さ
せ
て
も
ら
え
た
。

　
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
は
続
く

で
あ
ろ
う
。
共
に
頑
張
ろ
う
。

（
西
原
花
房
支
部
　
菊
池 

秀
夫
）

■
こ
の
と
こ
ろ
予
想
だ
に
し
な
い
災
い

が
多
い
で
す
ね
。
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾

濫
、
地
震
の
多
発
。
そ
し
て
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
「
コ
ロ
ナ
」
に
よ
る
大
混
乱
で

大
変
な
想
い
を
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
私
達
の
人
生
に
は
３
つ
の
坂
が
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
調
子
の
良
い
「
登
り

坂
」、
苦
労
す
る
「
下
り
坂
」。
し
か
し

最
も
想
定
外
は
ハ
シ
ゴ
を
は
ず
さ
れ
た

よ
う
な
坂
「
ま
さ
か
」
の
坂
で
す
。
私

達
は
個
人
も
社
会
も
「
ま
さ
か
」
に
備

え
る
事
が
必
要
で
す
。「
ま
さ
か
」
は

尊
い
人
の
命
を
奪
い
ま
す
。
一
人
一
人

が
似
た
事
例
を
過
去
か
ら
学
び
そ
の
教

訓
が
社
会
に
進
化
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し

て
生
か
さ
れ
る
事
を
せ
つ
に
願
っ
て
い

ま
す
。（

馬
場
宮
園
支
部
　
竹
川 

哲
夫
）

■
鰻
割
烹
中
村
の
中
村
で
す
。
４
月
16

日
か
ら
５
月
16
日
ま
で
、
店
舗
の
営
業

は
休
み
に
し
て
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み

の
販
売
に
切
り
替
え
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ

開
店
休
業
状
態
で
し
た
。
宣
言
解
除
後

は
、
店
内
の
テ
ー
ブ
ル
９
台
の
内
３
台

を
使
用
せ
ず
６
台
の
み
の
使
用
に
切
り

替
え
テ
ー
ブ
ル
の
中
央
に
は
、
飛
沫
防

止
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
は

全
員
マ
ス
ク
着
用
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
又
、
お
客
様
用
に
も
手
の
消
毒
ス

プ
レ
ー
を
設
置
し
て
、
使
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
６
月
に
入
り
、
か

な
り
店
舗
は
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
ま
し

た
が
、
宴
会
は
４
〜
７
月
で
３
件
だ
け

で
、か
な
り
影
響
を
う
け
て
お
り
ま
す
。

（
中
央
支
部
　
中
村 

明
宏
）

■「
緊
急
事
態
宣
言
」
解
除
後
、
徐
々

に
感
染
症
陽
性
者
の
数
が
増
え
続
け

現
在
で
は
全
国
で
１
日
１
０
０
０
人

超
え
の
報
道
に
驚
き
、
何
時
自
社
・

自
分
の
身
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
の
で
は
と
の
恐
怖
。

　
７
月
初
旬
、
一
泊
二
日
の
日
程
で

東
京
都
内
へ
外
せ
な
い
用
事
で
出
か

け
た
。
お
昼
休
み
の
時
間
テ
レ
ビ
の

放
送
番
組
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
陽
性
者

の
数
が
初
め
て
「
東
京
都
内
で
２
５

０
人
超
え
と
の
報
道
」
に
愕
然
と
し
、

ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
外
出
出

来
る
状
態
で
無
か
っ
た
事
を
覚
え
て

い
る
。

　
政
府
は
、「
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
て
テ
レ
ワ
ー
ク
で
」
と
報
道
し
て
い

る
が
？

　
当
社
の
場
合
、
客
先
に
出
向
い
て
の

現
場
作
業
等
が
大
半
で
中
々
難
し
い
状

態
で
あ
る
。
社
員
に
対
し
現
場
作
業
を

す
る
場
合
室
内
外
を
問
わ
ず
マ
ス
ク
を

着
用
し
換
気
の
状
況
を
考
慮
し
作
業
上

不
必
要
な
物
・
所
に
は
決
し
て
触
れ
な

い
事
を
徹
底
し
又
、
当
然
な
が
ら
打
ち

合
わ
せ
等
は
メ
ー
ル
・
F
A
X
等
で
要

件
を
済
ま
せ
担
当
者
間
で
直
接
会
っ
て

の
打
ち
合
わ
せ
を
中
止
し
て
い
る
。

　
一
日
で
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
等
が
出

来
こ
の
感
染
症
が
収
束
す
る
事
を
切

に
願
う
。

（
北
支
部
　
田
嶋 
富
夫
）

■
今
年
２
月
、
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
で
お
き
た
コ

ロ
ナ
禍
も
対
岸
の
火
事
と
思
っ
て
い
た

が
、
連
日
の
報
道
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
・
ク
ラ
ス
タ
ー
な

ど
耳
慣
れ
な
い
言
葉
や
マ
ス
ク
、
消
毒

液
の
売
切
れ
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が
自
分
の
生
活
圏
に

も
忍
び
寄
っ
て
来
て
い
る
な
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
し
て
や
、
芸

能
人
が
亡
く
な
っ
た
の
は
衝
撃
的
だ
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
、
私
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
向
き
合
う
為
の
生
活
習
慣
が
一

変
し
て
い
っ
た
。
い
ま
だ
に
終
息
が
見

え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
、
私
達
は
感
染
し
な

い
、
さ
せ
な
い
と
肝
に
銘
じ
面
倒
で
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
た
新
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
覚
悟
が
必
要
な
の

だ
ろ
う
。

（
清
原
支
部
　
岡
﨑 

薫
）

■
前
代
未
聞
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
！

　
中
国
で
騒
然
と
な
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
世
界
中
に
飛
び
火
し
た
。
先
の
見

え
な
い
戦
い
に
世
界
中
が
戸
惑
い
仕
事

で
は
な
く
な
っ
た
。
命
と
引
き
換
え
、

自
分
だ
け
で
は
収
ま
ら
な
い
危
険
に
誰

も
が
不
安
な
日
々
を
送
っ
た
。
大
手
の

ゼ
ネ
コ
ン
を
中
心
に
す
べ
て
の
現
場
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
。
始
ま
っ
て
ま
だ
数
か

月
の
観
光
も
全
面
停
止
。
マ
ス
ク
を
始

め
多
く
の
生
活
必
需
品
を
買
い
求
め
人

が
列
を
な
し
た
。
で
も
日
本
人
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。我
慢
強
く
、

ル
ー
ル
を
守
り
、
順
番
を
待
つ
。
秩
序

あ
る
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
、
海
外
の
騒

動
を
見
る
に
つ
け
、
日
本
人
の
誇
り
を

改
め
て
感
じ
た
。
日
本
人
の
理
性
は
世

界
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
真
の
美
し
さ

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
の
心
意
気
に

乾
杯
！

（
城
山
支
部
　
髙
橋 

啓
子
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
は
、
１
月
に
国
内
で
初
め
て
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
、
3
月
に
は
感
染
者
が

急
増
、
4
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
に
発
令
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
現
在

は
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
感
染
対
策
を
行

う
こ
と
を
前
提
に
社
会
経
済
活
動
が
再

開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
緊
急
事
態

宣
言
に
伴
う
大
規
模
自
粛
や
、
今
も
感

染
が
続
い
て
い
る
状
況
で
は
、
社
会
経

済
へ
の
影
響
は
2
〜
3
年
は
続
く
と
思

わ
れ
る
。会
社
を
預
か
る
側
と
し
て
は
、

守
り
を
固
め
つ
つ
先
を
見
越
し
、
国
・

県
・
市
町
で
行
っ
て
い
る
経
済
対
策
を

身
の
丈
に
合
わ
せ
有
効
に
活
用
し
、
お

客
様
は
も
ち
ろ
ん
従
業
員
や
取
引
先
も

含
め
た
チ
ー
ム
を
い
か
に
し
て
維
持
し

て
い
く
の
か
、
こ
の
こ
と
を
主
眼
に
置

い
た
経
営
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
雀
宮
支
部
　
篠
崎 

圭
一
）

■
保
育
は
家
族
全
員
参
加

　
70
歳
を
目
前
に
か
つ
て
な
い
見
え
な

い
恐
怖
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
器

系
疾
患
を
持
つ
私
は
、
緊
急
事
態
宣
言

解
除
後
の
今
も
感
染
拡
大
防
止
対
策
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、
我
が
家
も
か
つ
て
な
い

状
況
下
に
直
面
。
保
育
園
に
通
っ
て
い

た
４
歳
の
孫
男
子
。
図
ら
ず
も
こ
の
時

期
に
４
月
か
ら
幼
稚
園
に
通
う
こ
と

に
。
家
族
全
員
会
社
に
所
属
し
て
い
る

為
、
さ
て
毎
日
の
保
育
対
策
を
ど
う
す

る
か
が
問
題
に
。
結
果
、
家
族
全
員
参

加
保
育
に
決
定
。
仕
事
と
保
育
担
当
の

時
間
割
を
密
に
作
成
実
行
。
全
員
保
育

に
対
す
る
考
え
は
格
段
向
上
し
楽
し
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
園
は
６

月
末
ま
で
休
園
。
現
在
も
２
時
間
保
育

の
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

（
河
内
支
部
　
鈴
木 

俊
江
）

■
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代…

　
　
　
　
　ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
!?

　
広
告
業
を
主
と
す
る
弊
社
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
市
場
全
体
の
鈍
化
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
等
を
受
け
、
売
上
は
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
、

と
に
か
く
、
社
員
が
コ
ロ
ナ
に
か
か
ら

ぬ
よ
う
、
同
時
に
う
つ
さ
ぬ
よ
う
気
を

配
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
が
品
切
れ
に

な
っ
た
３
月
頃
に
は
各
社
員
に
1
0
0

枚
と
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
支
給
。
社

内
に
は
、
空
気
清
浄
機
・
加
湿
器
・
非

接
触
体
温
計
を
設
置
し
、
日
々
の
体
調

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
密

を
意
識
し
た
席
の
配
置
換
え
を
実
施
。

コ
ロ
ナ
は
弊
社
体
制
の
見
直
し
の
機
会

と
も
な
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
導
入

中
で
す
。

（
女
性
部
会
　
永
井 

京
子
）

■
学
校
の
存
在

　
小
中
学
校
臨
時
休
業
期
間（
３
カ
月
）

は
、
家
庭
内
に
混
乱
を
き
た
す
期
間
で

あ
っ
た
。

　
子
供
達
だ
け
で
の
留
守
番
に
、
昼
食

の
準
備
の
事
な
ど
心
配
事
多
数
。
そ
し

て
、
最
も
大
変
だ
っ
た
の
は
、
休
業
期

間
に
学
校
で
学
ぶ
は
ず
だ
っ
た
学
習
内

容
が
宿
題
プ
リ
ン
ト
と
し
て
配
布
さ
れ

た
こ
と
。

　
親
が
在
宅
の
間
は
、
宿
題
の
進
み
具

合
を
気
に
し
て
ば
か
り
。
宿
題
は
む
し

ろ
親
に
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

疑
心
暗
鬼
に
。
と
に
か
く
終
わ
ら
な
い

３
カ
月
分
の
宿
題
に
、
親
子
共
々
精
神

的
に
疲
れ
果
て
、
学
校
再
開
を
熱
望
。

　
休
業
期
間
中
に
学
力
が
身
に
つ
い
た

か
心
配
し
つ
つ
、
学
校
教
育
の
大
切
さ

を
改
め
て
気
付
く
こ
と
と
な
っ
た
。

（
事
務
局
　
小
林 

俊
之
）
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企 業 紹 介

□住所：宇都宮市曲師町2-1
□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐５８６５　□ＦＡＸ：０２８‐６３３‐５８６８
□事業種：時計・宝飾　販売、修理、買取り

時計・宝石  つるの

　1937年創業、宇都宮市の中心部曲師町に店舗を構える時計・貴金
属の販売・修理・買取りのお店です。平成20年には国家資格１級時計
修理技能士や職業訓練指導員などの資格を取得し、ロレックスやオメ
ガなどの輸入時計の修理も手掛けております。メイン商店街のオリオ
ン通りと、大きなビルの立ち並ぶ大通りとの間の通りのため、落ち着
いた雰囲気の通りとなっております。店舗は約７坪ほどのコンパクト
なお店ですが、白を基調にした清潔感ある内装に洗練されたディスプ
レイと商品構成で昔からのお客様も多く、店内にはいつも会長の大き
な笑い声とお客様の笑顔が絶えません。安心、丁寧な仕事を心がけて
おりますので、これからもご愛顧のほどよろしくお願い致します。

代表取締役／鶴　野　千　治

□住所：宇都宮市立伏町893-359
□ＴＥＬ：０２８‐６７２‐２３６９　□ＦＡＸ：０２８‐６１２‐２６５９
□事業種：歯科技工全般・エピテーゼ
　　　　　シリコーン製人工ボディー

株式会社 デンタルスタジオビッグバン

　創立25周年を迎えるにあたり、今までの歯科技工技術を活か
しエピテーゼ製作をスタートさせました。
　全国的にも数少ないエピテーゼ製作チームですが多くの患者
様に笑顔を取り戻していただけるよう挑戦してまいります。

代表取締役／続　橋　正　喜

□住所：宇都宮市海道町848番地　□ＴＥＬ：０２８‐６６２‐２０１１
□ＦＡＸ：０２８‐６６２‐６０５２　□ＵＲＬ：http://www.saito-toryo.co.jp
□事業種：塗料、塗装機械、設備全般

斎藤塗料株式会社

　昭和42年（西暦1967年）に創業し、地域に根付く塗料卸売業
者として、塗装施工業者・自動車鈑金塗装業者様のお手伝いを
させていただいております。定番の塗料から、先進技術の機能
性塗料まで、何なりとお申し付けください。
　弊社は常に向上心を持って、時代の変化に敏感に対応できる
前向きな姿勢で、事業に邁進していく所存でございます。
　今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜ります様、何卒宜しくお願
い申し上げます。

代表取締役／斎　藤　　功

□住所：宇都宮市問屋町3172番地43
□ＴＥＬ：０２８‐６５７‐０１５５　□ＦＡＸ：０２８‐６５７‐０１２３
□ＵＲＬ：http://www.kobori-s.co.jp　□事業種：製造、卸

株式会社 コボリ

　弊社はドライアイスで煙を発生させるスモークマシンを開発
しスタートした会社です。当時、まだ演出が行われていなかっ
たブライダル業界に売り込み、全国区の会社へと成長していき
ました。それから今日まで少しずつ関連商品の取り扱いを増や
していき、常に業界の先端を走り続けられるよう日々努力して
おります。昨今は「みんな一緒」という感覚からオリジナルを
重視した時代になり、一つの正解を当てる事よりもそれぞれの
状況で無数にある正解を見つけていく時代になったと感じてい
ます。そんな成熟社会で我々は様々な情報を蓄え、編集し、お
客様に喜んで頂ける商品の開発に取り組んでいきます。

代表取締役社長／太　城　将　雄

［マロニエ支部］［河内支部］

［石井横田支部］［馬場宮園支部］
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企 業 紹 介

□住所：宇都宮市今宮1-6-12　□ＴＥＬ：０２８‐６８４‐６２９９
□ＵＲＬ：https://ensemble.crayonsite.com/
□事業種：飲食業

株式会社 アンサンブル

　11年間個人で小さなお店を営業し、一昨年移転して昨年10月
に法人化致しました。手作りをモットーに店内営業のクオリ
ティは保ちつつテイクアウトの商品を充実させていきたいと
思っております。
■営業時間　11：30～15：00（L.O.14：00）
　　　　　　18：00～21：00（L.O.20：00）
■定 休 日　日曜日、月曜日（他、臨時休業あり）
※新型コロナウイルス感染拡大により、営業時間・定休日が
記載と異なる場合がございます。ご来店時は事前に店舗に
ご確認ください。

代表取締役／大 和 田  純  一

□住所：宇都宮市今泉町2995-9　□ＴＥＬ：０２８‐６１１‐３９９３
□ＵＲＬ：https://www.blitzen.co.jp/
□事業種：プロサイクルロードレース運営

サイクルスポーツマネージメント株式会社
代表取締役社長／柿　沼　　章

□住所：宇都宮市桜5-2-7 鈴木ビル2F
□ＴＥＬ：０２８‐６３８‐５７７５　□ＦＡＸ：０２８‐６３８‐５０７２
□ＵＲＬ：http://www2.ucatv.ne.jp/~ymgt.snow/　□事業種：建築業

有限会社 山形建築研究所

　私たちは、住宅設計を主として行っている建築設計事務所です。
　本当に暮らしたいのは、素朴で地に足がつき、30年後、50年
後に、今よりさらに味わい深くなっている家ではないでしょう
か。流行にとらわれず、派手なデザインを追わず、まっすぐで
美しい良質な住まいづくりが、私たちの仕事であると考え設計
に取り組んでいます。
　住宅設計やその他の建築、リフォームから新築まで、まずは
お気軽にお問合せください。時間の許す限り私、山形がお答え
しております。

代表取締役／山　形　　誠

□住所：（工場）宇都宮市上田原町 1807 （本社）宇都宮市二番町 1-31
□ＴＥＬ：０２８‐６７２‐３５６７　□ＵＲＬ：https://utsunomiya-tatami.jp
□事業種：建設業（内装仕上げ）

宇都宮畳工業株式会社

　創業300余年、江戸時代後期から続く当店は、宇都宮藩主戸
田家の御用畳師で宇都宮城の畳を一手に引き受けておりました。
今小路御用通用口で代々畳屋を営んできたことから、畳業界か
ら「今小路」と呼ばれる歴史がございます。
　そんな和の伝統を守りつつ一方では新しい機能を備えた畳な
ども提案しています。
　令和２年８月に栃木県の【レッツBuyとちぎ】に当社の
「ケアケア・ハイハイ畳」が認定品登録となりました。

代表取締役／坂　井　俊　彦

本社

田原工場

　宇都宮市で30年に渡り開催されるジャパンカップサイクル
ロードレースの影響を受け設立された自転車プロロードレース
チーム「宇都宮ブリッツェン」の運営を中心に、サイクルス
ポーツの普及や、自転車を通じた地域振興を行っております。
　ここ宇都宮市は、“じてんしゃのまち”として全国的に注目を
集めております。宇都宮ブリッツェンの活躍がその象徴として
市民の皆さんに認識して頂けるように頑張りますので、是非応
援をよろしくお願いします。
■営業時間　9：00～18：00

［中央支部］［さくら支部］

［陽南幕田支部］［清住塙田支部］
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所属支部 法人名 代表者 住　　所 業　　種

会員増強運動 推進中!!
健全な経営、正しい納税、社会に貢献 健全な納税者の団体・良き経営者を目指す者の団体…それが法人会です。

この10月から12月は会員増強運動月間です。

会員の皆様の近くに未加入の会社がありましたら、ぜひ法人会への加入をお勧めください。

入って良かった
法人会を目指します!

1 法人会に加入すると異業種との交流や社会的評価が高まり、企業の繁栄が図れます。
2 健全な納税者として税務署の信頼が得られます。
3 法人会活動を通し、地域社会へ貢献ができます。

細谷戸祭支部

マロニエ支部

御幸平出支部

石井横田支部

北 支 部

上 河 内 支 部

㈱サイエンティフィックケアマネジメント

Ｕｎｉｔｅ  Ｗｏｒｋｓ

堀　川　友紀子

㈱ＴＲＵＳＴ  ＣＯＭＰＡＮＹ

齋藤工業

プライベートサロン ＰＲＯＵＤ

㈲中山運送

㈱めん小町

鈴　木　宏　典

鈴　木　亜　深

堀　川　友紀子

手　塚　明　宏

齋　藤　　　隼

上　村　由希子

中　山　文　仁

根　岸　恵　助

宇都宮市中戸祭１－５－２５ 

鹿沼市上野町２９８－３ プラティーク晃望台１０１

宇都宮市岩曽町１４２８－５５３ メゾンドエスポワール参番館２０３

宇都宮市平出町３７３４－８ 

さくら市卯の里２－２５－５ プリムローズＡ１０２

宇都宮市西刑部町１９５６－２

宇都宮市宝木本町２５４１－７３

宇都宮市金田町４５２－２ 

医薬品製剤製造業 

デザイン業 

一般土木建築工事業 

屋根工事業

リラクゼーション業

一般貨物自動車運送業

めん類製造業 

■新会員紹介（令和２年６月～令和２年８月入会）

本
部・支
部・青
年
部
会・女
性
部
会

役
員
合
同
研
修
会

税
制
改
正
提
言
活
動

　
令
和
２
年
８
月
28
日
㈮
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
お
い
て
、
本
部
・
支
部
・

青
年
部
会
・
女
性
部
会
役
員
合
同
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
60
余
名
の
方
が
参
加
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
で
３
密
を
避
け
る
た
め
、
参
加
人
数

に
定
員
を
設
け
た
。
ま
た
、
例
年
研
修
会

後
に
開
催
し
て
い
た
懇
親
会
も
中
止
と
し

た
。

　
第
一
部
で
は
宇
都
宮
税
務
署
山
本
署
長

に
『
お
酒
よ
も
や
ま
話
』
と
題
し
、
ご
講

演
い
た
だ
い
た
。

　
第
二
部
で
は
、
各
委
員
長
が
委
員
会
活

動
状
況
報
告
を
行
っ
た
。

　
令
和
２
年
８
月
６
日
㈭
に
宇
都
宮
市
議

会
正
副
議
長
、
宇
都
宮
市
長
に
対
し
、
黒

本
会
長
・
深
澤
副
会
長
・
水
沼
税
制
委
員

長
・
和
氣
税
制
副
委
員
長
・
事
務
局
で
、

令
和
３
年
度
税
制
改
正
提
言
を
行
っ
た
。

　
提
言
書
に
つ
い
て
は
、
各
支
部
役
員
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
結
果
を
も
と

に
、
税
制
委
員
会
で
提
言
内
容
に
つ
い
て

審
議
を
重
ね
、
税
制
改
正
提
言
書
を
作
成

し
た
。

　
提
言
書
を
宇
都
宮
市
議
会
正
副
議
長
及

び
宇
都
宮
市
長
に
直
接
手
渡
す
と
と
も
に
、

水
沼
委
員
長
か
ら
詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
。

黒本会長 山本署長

映像・音声・文字情報制作に
附帯するサービス業 
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講師の渋谷和宏氏

誰
も
語
ら
な
い
日
本
経
済
の
行
方 

〜
輝
く
組
織
・
輝
く
人
は
〜

時局講演会

秋季講演会

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

渋
谷
和
宏
氏

　令和２年11月17日㈫に予定しておりました
平野早矢香氏（元女子卓球選手）の講演会は、
新型コロナウイルス感染拡大を考慮しまして中
止させていただくこととなりました。
　講演会を楽しみにしていただいておりました
皆様には残念なお知らせとなりますが、どうぞ
ご理解いただきますようお願いいたします。

　ー 秋季講演会中止のお知らせ ー

　（
公
社
）
宇
都
宮
法
人
会
主
催
、
関

東
信
越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部
、
下
野

新
聞
社
後
援
に
よ
る
時
局
講
演
会
が
９

月
８
日
㈫
、
午
後
６
時
か
ら
ベ
ル
ヴ
ィ

宇
都
宮
に
約
60
名
の
聴
衆
を
集
め
て
開

催
さ
れ
た
。

　
講
師
は
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
渋
谷

和
宏
氏
。
経
済
や
消
費
、
時
事
問
題
な

ど
具
体
例
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
読

み
解
く
そ
の
や
さ
し
い
語
り
口
に
聴
衆

は
引
き
込
ま
れ
た
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
可
能
性

　
現
在
、
旅
行
業
界
は
不
況
に
苦
し
ん

で
い
る
。
そ
こ
で
新
た
な
旅
の
提
案
と

し
て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
技
術

を
使
っ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
旅
行
の
提
供
を

始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
な
ど

体
力
的
に
実
際
に
行
く
こ
と
が
難
し
い

方
に
と
っ
て
今
後
さ
ら
に
需
要
が
多
く

な
る
。
ま
た
、
若
い
人
に
と
っ
て
も
旅

行
の
事
前
体
験
と
し
て
楽
し
む
方
法
も

あ
る
。
さ
ら
に
５
Ｇ
の
普
及
に
よ
っ
て

映
像
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
格
段
に
上
が
り
、

リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
が
併
存
す
る
時

代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
る
。

●
百
年
に
一
度
の
消
費
の
変
化

　
今
、
郊
外
に
喫
茶
店
が
増
え
て
い
る
。

そ
れ
も
１
９
８
０
年
代
に
流
行
し
た
日

本
の
伝
統
的
な
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
型
の
喫

茶
店
で
あ
り
、
２
０
１
２
年
を
底
に

年
々
業
績
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

時
間
と
お
金
に
余
裕
が
あ
る
65
歳
以
上

の
定
年
し
た
人
た
ち
が
戻
っ
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。ほ
か
に
も
、ス
キ
ー
や
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
、
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
な

ど
も
需
要
が
増
え
て
い
る
。
現
在
の
日

本
人
の
個
人
金
融
資
産
の
総
額
は
１
８

４
５
兆
円
で
あ
る
。
そ
の
中
の
70
％
以

上
を
60
歳
以
上
の
人
が
持
っ
て
お
り
、

シ
ニ
ア
世
代
が
消
費
の
最
前
線
に
戻
っ

て
き
て
い
る
。
シ
ニ
ア
世
代
の
消
費
活

動
が
よ
り
若
い
世
代
に
影
響
を
与
え
て

新
た
な
消
費
活
動
が
生
ま
れ
て
い
る
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
に
お
け
る

　必
要
条
件

　
今
の
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
の
は
「
聴

く
力
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
聞
く
姿
勢
」

と
「
問
題
意
識
」
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

過
去
に
は
正
し
か
っ
た
こ
と
も
今
は
正

し
い
と
は
限
ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
従

業
員
の
話
に
耳
を
傾
け
、
問
題
点
を
見

つ
け
て
行
動
す
る
。
こ
れ
が
こ
の
先
の

５
年
10
年
へ
と
つ
な
が
る
チ
ャ
ン
ス
を

開
拓
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

新設法人資料配布
事業承継セミナー
特別医療研修会
チャリティゴルフ大会
決算期別資料配布
決算期別資料配布
年末調整説明会

２日
9日
19日
21日
5日
6日
26日

10月

11月

月 日 行 事 会 場
法人会会館

法人会会館

護国会館

宇都宮CC

法人会会館

法人会会館

宇都宮市文化会館
※事業は変更になることがございます。

宇都宮法人会   今後の事業予定（主なもの）

MIYABITO 11



新
入
会
員
挨
拶

宇
都
宮
税
務
署
長 

表
敬
訪
問

正
副
部
会
長
会
議

10月～２月 租税教室
３月 県下青年部会合同講演会

今後の主な事業

　
宇
都
宮
税
務
署
管
内
人
事
異
動
に

よ
り
山
本
篤
美
税
務
署
長
が
赴
任
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
去
る
７
月

20
日
㈪
に
女
性
部
会
と
合
同
で
宇
都

宮
税
務
署
に
表
敬
訪
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
藤
田
研
二
副
署
長
、
野
田
裕
之
統
括

官
、
石
原
広
美
上
席
官
同
席
の
も
と
、

青
年
部
会
や
女
性
部
会
の
本
年
度
の
予

定
、
活
動
内
容
や
事
業
参
加
の
お
願
い

な
ど
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て

も
有
意
義
な
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、
最
後
に
例
年
恒
例
の
集

合
写
真
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
税
務
署
管
内

も
対
応
す
る
た
め
、
一
階
に
は
飛
沫
防

止
シ
ー
ト
を
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
、
ま

た
密
に
な
ら
な
い
よ
う
二
階
階
段
付
近

に
新
た
に
相
談
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い

ま
し
た
。
個
人
的
に
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
、
通
常
と
は
違
う
こ
の
ご
時
世
の
中

で
戸
惑
い
や
対
応
を
し
な
が
ら
の
業
務

な
の
で
、
い
つ
も
よ
り
ス
ム
ー
ズ
さ
に

欠
け
、
忙
し
く
な
る
２
月
〜
３
月
が
心

配
だ
と
の
お
話
を
お
聞
き
す
る
と
、
ど

の
業
種
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
色
々
な
意

味
で
の
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る…

そ

う
感
じ
た
次
第
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
後
の
事
業
の
あ

り
方
や
方
向
性
を
協
議
す
る
た
め
、
今

年
度
初
と
な
る
会
議
を
８
月
19
日
㈬
に

法
人
会
会
館
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

以
下
、
審
議
可
決
事
項
及
び
協
議
案
件

一
覧
に
な
り
ま
す
。

●
本
部
、
支
部
、
部
会
役
員
合
同
研

修
会
↓
担
当
の
懇
親
会
が
な
い
た

め
参
加
は
任
意
。

●
時
局
講
演
会
↓
参
加
実
施
。

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
↓
担
当

の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
な
い
た
め
共
催

の
み
。
参
加
は
任
意
。

●
宮
の
市
（
商
業
祭
）↓
中
止
。

●
第
34
回
全
国
青
年
の
集
い

　
島
根
大
会
↓
中
止
。

●
経
営
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
↓
中
止
。

●
新
年
賀
詞
交
歓
会
↓
中
止
。

●
第
５
回
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
大
会

　
↓
中
止
。

■
そ
の
他
、
協
議
及
び
報
告
案
件

●
財
政
健
全
化
の
た
め
の
経
営
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

●
租
税
教
室
活
動
に
つ
い
て

●
青
年
部
会
会
員
増
強
に
つ
い
て

●
法
人
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
シ
ス
テ

ム
登
録
に
つ
い
て

●
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
（
J

タ
イ
プ
）
の
促
進
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
９
月
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

飯
沼
貞
臣
と
申
し
ま
す
。

上
河
内
地
区
に
工
場
を
構

え
、
各
メ
ー
カ
ー
の
製
造
物
の
精
密
加

工
を
請
け
負
う
会
社
を
経
営
し
て
お
り

ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
青
年
部
会
で
は
社
会

貢
献
委
員
会
に
配
属
し
て
い
た
だ
き
、

令
和
２
年
２
月
22
日
に
ベ
ル
モ
ー
ル
の

カ
リ
ヨ
ン
広
場
を
お
借
り
し
て
行
っ
た

『
第
４
回
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
』
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
澤
畑
副

部
会
長
を
中
心
に
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が

誰
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く
、
ひ
ざ
を
突

き
合
わ
せ
な
が
ら
議
論
を
重
ね
、
当
日

も
大
盛
況
の
う
ち
に
事
業
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
事
業
を
通
し
て
、

青
年
部
会
則
の
目
的
に
あ
る
、「
青
年

の
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
」
を
チ
ー
ム

と
し
て
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

過
程
で
新
た
な
仲
間
と
の
繋
が
り
を
強

め
な
が
ら
「
次
代
を
担
う
経
営
者
と
し

て
の
資
質
向
上
」
を
少
な
か
ら
ず
図
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
は
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
最
後
に
、
私
に
入
会
を
勧
め
て
く
だ

さ
っ
た
澤
畑
副
部
会
長
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
一
日
で
も
早
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
、「
青

年
の
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
」
に
基
づ

い
た
活
動
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
切
に

願
い
、
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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介
護
用
品
作
製
会

研
修
会
開
催

食
材
等
を
寄
付

　
今
年
は
、
７
月
17
日
㈮
に
、
三
密
を

避
け
る
た
め
午
前
と
午
後
に
分
け
て
、

総
参
加
者
19
名
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
参
加
人
数
が
少
な
く
な
る
こ
と
も

考
え
、
数
を
50
枚
に
減
ら
し
て
車
い
す

座
面
カ
バ
ー
を
作
製
い
た
し
ま
し
た
。

13
日
㈪
に
、
部
会
長
の
も
と
裁
断
な
ど

の
下
準
備
を
お
こ
な
い
、
当
日
は
、
ミ

シ
ン
か
け
担
当
・
し
つ
け
か
け
担
当
・

ア
イ
ロ
ン
担
当
と
手
際
よ
く
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に
22
年

間
、
続
け
て
こ
ら
れ
た
歴
代
部
会
長
と

会
員
の
賜
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。そ
し
て
、

作
業
を
通
し
て
私
た
ち
が
ひ
と
つ
に
な

れ
た
有
意
義
な
ひ
と
と
き
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
だ
、
贈
呈
式
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
病
院
の
皆
様
に
快
適
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

（
社
会
貢
献
委
員
長
　
福
田
泰
子
）

　
９
月
２
日

㈬
法
人
会
会

館
に
て
、
延

期
さ
れ
て
い

た
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ジ
ュ
エ

リ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

に
㈱
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
桜
井
み
ど
り
様
を

お
招
き
し
、
ご
用
意
い
た
だ
い
た
数
種

類
の
木
製
パ
ー
ツ
か
ら
好
き
な
も
の
を

選
び
、
純
金
・
純
銀
の
箔
を
貼
っ
て
い

き
ま
す
。
繊
細
な
箔
は
少
し
の
風
で
も

飛
ん
で
し
ま
う
た
め
、
エ
ア
コ
ン
を
止

め
た
無
風
状
態
の
中
、
21
名
の
参
加
者

が
真
剣
に
楽
し
く
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
は
５
回
目
と
い
う
こ
と
で
ベ
テ
ラ

ン
の
参
加
者
も
多
数
と
な
り
、
手
際
よ

く
作
品
を
制
作
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た

初
心
者
に
も
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ

き
、
素
敵
な
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ジ
ュ
エ
リ

ー
が
で
き
ま
し
た
。

（
研
修
委
員
長
　
名
村
史
絵
）

　
６
月
10
日
㈬
、
社

会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
皆
様
か
ら
提

供
い
た
だ
い
た
た
く

さ
ん
の
食
材
や
お
菓

子
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
な
ど
を
「
子
ど
も

食
堂
ノ
エ
ル
」
へ
寄

付
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、休
館
し
た
り
、

寄
付
が
減
少
し
た
り
な
ど
の
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
り
、
運
営
の
難
題
も
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
孤
独
に
悩
む
子
供
達
に
楽
し

く
、
安
価
な
食
事
を
提
供
継
続
中
と
の

こ
と
で
す
。

　
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
子
供
用
の
本
や

食
品
等
々
の
ご
寄
付
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　（

広
報
委
員
長
　
永
井
京
子
）
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理

会

税

士

（
文
責
　
関
東
信
越
税
理
士
会
　
宇
都
宮
支
部

あ
す
か
中
央
税
理
士
法
人
　
大
森
拓
海
）

非　課　税

課　　税

個
人
へ
の
国
や
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
助
成
金

　課
税
？

非
課
税
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

は
、
国
民
の
生
活
経
済
に
広
範
か
つ
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
関
係
各

所
か
ら
随
時
、
対
応
に
つ
い
て
通
知
等

が
な
さ
れ
て
い
る
所
で
す
。

　
税
に
関
し
て
は
国
税
庁
に
お
い
て
、

感
染
拡
大
に
よ
り
外
出
を
控
え
る
な
ど

期
限
内
に
申
告
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
期
限
を
区
切

ら
ず
柔
軟
に
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
て

い
る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
納
税
が
困
難
な
方

に
は
納
税
の
猶
予
制
度
を
案
内
す
る
な

ど
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
面
の
申
告
や
納
税
な
ど
に

関
し
て
寄
せ
ら
れ
た
質
問
等
が
『
国
税

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
へ
の
対
応
と
申
告
や
納
税

な
ど
の
当
面
の
税
務
上
の
取
扱
い
に
関

す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
』（
以
下
、Ｆ
Ａ
Ｑ
と
し
ま

す
。）
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
内
容
は
多
く
の
方
に
関
係
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｆ
Ａ
Ｑ
は
都
度
更
新
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
令
和
２
年
７
月
１
日
現
在
の

法
令
等
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
Ｆ
Ａ

Ｑ
の
見
出
し
は
次
の
通
り
で
す
。

①
申
告
・
納
付
等
の
期
限
の
個
別
延

長
関
係

②
納
付
等
の
手
続
関
係

③
納
付
の
猶
予
制
度
関
係

④
申
告
所
得
税
等
の
確
定
申
告
に
係

る
申
告
相
談
関
係

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
す
る
税
務
上
の
取
扱
い
関
係

⑥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
に
お
け
る
税
制
上
の

措
置

　
ぜ
ひ
関
心
の
あ
る
項
目
に
つ
い
て
は

本
文
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

本
稿
で
は
、
多
く
の
方
に
関
係
す
る
と

考
え
ら
れ
る
、
個
人
へ
の
助
成
金
の
課

税
関
係
に
関
す
る
設
問
を
ひ
と
つ
ご
紹

介
し
ま
す
。

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
す
る
税
務
上
の
取
扱
い
関
係

〈
問
９
〉
個
人
に
対
し
て
国
や
地
方
公

共
団
体
か
ら
助
成
金
が
支
給
さ
れ

た
場
合
の
取
扱
い
〔
６
月
12
日
更
新
〕

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
の
影
響
に
伴
い
、
国
や
地
方
公

共
団
体
か
ら
個
人
に
対
し
て
助
成

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
う
し
た
助
成
金
は
所
得

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

　
本
稿
で
は
、
具
体
例
で
あ
る
（
参
考
）

の
一
部
を
記
載
し
ま
す
。
詳
細
は
本
文

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
参
考
）
１

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の

影
響
に
関
連
し
て
国
等
か
ら
支
給
さ
れ

る
主
な
助
成
金
等
の
課
税
関
係
（
例
示
）

【
支
給
の
根
拠
と
な
る
法
律
が
非
課

税
の
根
拠
と
な
る
も
の
】

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

休
業
支
援
金
（
雇
用
保
険
臨
時
特
例

法
７
条
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

休
業
給
付
金
（
雇
用
保
険
臨
時
特
例

法
７
条
）

【
新
型
コ
ロ
ナ
税
特
法
が
非
課
税
の

根
拠
と
な
る
も
の
】

●
特
別
定
額
給
付
金 （
新
型
コ
ロ
ナ
税

特
法
４
条
１
号
）

●
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金 

（
新
型
コ
ロ
ナ
税
特
法
４
条
２
号
）

【
所
得
税
法
が
非
課
税
の
根
拠
と
な

る
も
の
】

〇
学
資
と
し
て
支
給
さ
れ
る
金
品

（
所
得
税
法
９
条
１
項
15
号
）

●
学
生
支
援
緊
急
給
付
金

〇
心
身
又
は
資
産
に
加
え
ら
れ
た

損
害
に
つ
い
て
支
給
を
受
け
る

相
当
の
見
舞
金
（
所
得
税
法
９
条

１
項
17
号
）

●
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

従
事
者
へ
の
慰
労
金

●
企
業
主
導
型
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用

者
支
援
事
業
の
特
例
措
置
に
お
け
る

割
引
券

●
東
京
都
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
支

援
事
業
に
お
け
る
助
成

【
事
業
所
得
等
に
区
分
さ
れ
る
も
の
】

●
持
続
化
給
付
金
（
事
業
所
得
者
向
け
）

●
家
賃
支
援
給
付
金

●
農
林
漁
業
者
へ
の
経
営
継
続
補
助
金

●
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
継
続

支
援

●
東
京
都
の
感
染
拡
大
防
止
協
力
金

●
雇
用
調
整
助
成
金

●
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金

●
小
学
校
休
業
等
対
応
支
援
金

【
一
時
所
得
に
区
分
さ
れ
る
も
の
】

●
持
続
化
給
付
金
（
給
与
所
得
者
向
け
）

【
雑
所
得
に
区
分
さ
れ
る
も
の
】

●
持
続
化
給
付
金
（
雑
所
得
者
向
け
）

　
多
く
の
方
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
非
課

税
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
持
続
化
給
付
金

は
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
場
合
、
事
業
所
得
と
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
所
得
区
分
は
事

業
に
関
連
す
る
も
の
か
ど
う
か
等
に

よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
法
人
が
支
給
さ
れ
る
助
成
金

は
、
通
常
事
業
に
関
連
し
て
助
成
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
原
則
と
し

て
課
税
さ
れ
る
と
考
え
て
お
い
て
よ
い

で
し
ょ
う
。
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医師が語る健康のお話

医師　宝 住 与 一

ほうずみ・よいち
日光市生まれ、宇都宮高校、北海道大学医学部卒業、昭和54年宇
都宮市で開業、宇都宮市医師会役員を経て、宇都宮市医師会長、
栃木県医師会長、日本医師会副会長を歴任

Yoichi Houzumi自分の身は自分で守る

　
最
近
の
新
聞
雑
誌
の
広
告
は
ひ

ど
い
。
腰
痛
（
腰
部
脊
椎
管
狭
窄

症
、
腰
椎
す
べ
り
症
、
分
離
症
）

は
自
分
で
治
す
と
か
、
そ
の
他
、

諸
々
の
医
療
に
関
す
る
見
出
し
が

躍
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
は
全
て
う
そ
と
は
言
い

ま
せ
ん
が
、
一
理
あ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
等
は
そ
の
人
に

と
っ
て
の
も
の
で
、
全
て
の
人
に

効
果
が
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
が
ん
等
で
も
治
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
全
て
を
治
せ
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
前

述
の
よ
う
に
加
齢
に
よ
る
変
化
は

基
本
的
に
は
治
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
手
術
し
て
も
１
０
０
％

良
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
治
療
は
そ
の
時
そ
の
時

の
苦
痛
の
度
合
い
に
よ
っ
て
投
薬

を
受
け
る
か
理
学
療
法
と
か
、
腰

痛
を
防
ぐ
た
め
の
体
操
等
を
し

て
、
加
齢
に
よ
る
変
化
を
で
き
る

だ
け
遅
ら
せ
る
こ
と
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
、
な
ん
と
か
他
の

臓
器
が
悪
く
な
っ
て
死
ぬ
ま
で
も

た
せ
る
事
に
な
る
訳
で
す
。
腰
痛

で
死
ぬ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
、
腰
部
の
故
障
で
日
常
生
活

動
作
が
不
自
由
に
な
っ
た
時
は
手

術
の
適
応
と
な
り
ま
す
。
手
術
を

し
て
完
全
に
良
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
手
術
し
て
結

果
が
悪
い
の
は
、
手
術
が
下
手
か
、

適
応
が
悪
い
か
ら
で
す
。
適
応
と

は
術
前
に
手
術
し
た
ら
ど
の
く
ら

い
良
く
な
る
か
、
そ
の
人
の
病
状

に
応
じ
て
し
た
ほ
う
が
良
い
か
悪

い
か
決
め
る
の
が
適
応
で
す
。
手

術
す
る
時
期
が
遅
れ
る
と
結
果
は

思
っ
た
ほ
ど
で
は
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
検
査
で
は

は
っ
き
り
異
常
所
見
が
あ
る
場

合
、
殆
ど
全
て
結
果
は
手
術
し
た

だ
け
の
効
果
が
あ
る
場
合
が
多
い

で
す
。

　
薬
を
飲
ま
な
い
で
済
む
な
ら
飲

ま
な
い
方
が
良
い
し
、
日
常
生
活

も
ま
っ
た
く
制
限
な
く
好
き
勝
手

に
生
き
た
ほ
う
が
良
い
に
決
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
加
齢
に
よ
る
変
化

に
対
し
て
は
、
日
常
生
活
も
医
師

の
ア
ド
バ
イ
ス
の
下
、
日
常
生
活

を
制
限
し
薬
を
飲
む
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
他
の
人
は
ど
う
あ
れ
、
自

分
で
主
治
医
を
決
め
て
自
分
で
判

断
し
、
自
分
で
考
え
て
守
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　
証
拠
に
基
づ
い
た
医
療
（
エ
ビ

デ
ン
ス
ベ
ー
ス
ド
メ
デ
ィ
シ
ン
）

は
皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
よ
り
少

な
い
。
世
界
中
で
共
通
し
て
行
わ

れ
て
い
る
医
療
は
別
で
す
が
、
日

本
で
普
通
に
な
さ
れ
て
い
る
医
療

で
も
、
証
拠
に
基
づ
い
た
医
療
で

な
い
こ
と
が
結
構
あ
り
ま
す
。
と

い
う
訳
で
効
果
が
ほ
と
ん
ど
無
い

事
も
あ
り
ま
す
。
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製
造
業
等
に
於
け
る
、「
計
測
機
器

校
正
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
こ
の
場
を

借
り
て
そ
の
一
例
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
或
る
製
造
会
社
で
、
長
さ
35
・

5
6
5
㎜
の
完
成
製
品
を
順
次
製
造
し

て
い
ま
す
。

　
あ
る
作
業
員
は
最
大
測
定
長
50
・

0
0
0
㎜
・
最
小
単
位
0
・
0
0
1
㎜

の
長
さ
を
測
る
測
定
器
以
下
「
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
タ
」
と
言
う
。
を
使
用
し
て
、

此
の
完
成
製
品
の
全
数
検
査
測
定
を
実

施
し
て
い
る
、
製
品
を
検
査
測
定
し
た

結
果
35
・
5
6
5
㎜
と
測
定
器
が
表
示

し
た
の
で
、
こ
の
値
を
記
録
管
理
し
製

品
を
作
り
続
け
ま
し
た
。

　
後
日
、
完
成
製
品
を
納
入
先
で
受
け

入
れ
検
査
し
た
結
果
、
完
成
製
品
の
長

さ
が
「
規
定
長
さ
よ
り
短
い
」
と
不
適

合
の
連
絡
が
有
り
不
良
製
品
を
製
造
し

納
入
し
た
結
果
と
成
り
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
、
製
造
現
場
で
作
業
員
が

検
査
測
定
し
た
こ
の
値
「
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
タ
」
の
指
示
値
を
信
じ
て
製
品
を

作
り
続
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
測
定
値
の
誤
差
の
要
因
は
、
経
年
劣

化
、
測
定
す
る
人
・
測
定
環
境
・
そ
の
他
、

色
々
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ま
ず
此
の
完

成
製
品
の
測
定
検
査
値
を
都
度
記
録
管

理
す
る
に
当
た
り
基
準
と
な
る
「
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
タ
」
の
表
示
値
が
本
当
に
正

し
い
値
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
完
成
製

品
を
測
定
検
査
し
た
時
点
で
は
表
示
値

の
正
確
さ
が
不
明
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

何
故
な
ら
、
こ
の
「
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
」

は
数
年
前
に
新
品
で
「
校
正
・
検
査
」

を
実
施
し
購
入
後
、
納
入
先
か
ら
不
適

合
の
連
絡
が
有
る
時
点
迄
一
度
も
「
校

正
・
検
査
」
が
未
実
施
だ
っ
た
為
で
、「
マ

イ
ク
ロ
メ
ー
タ
」
本
体
の
多
少
の
不
具

合
又
は
誤
差
が
発
生
し
て
い
た
可
能
性

が
有
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
不
良
製
品
を
作
り
続
け
て
し
ま
っ
た

主
な
原
因
は

一
、
完
成
製
品
を
測
定
検
査
す
る
時
点

で
測
定
器
「
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
」
の
精

度
を
確
認
す
る
校
正
が
未
実
施
の
状
態

で
測
定
検
査
し
た
事

二
、
完
成
製
品
を
測
定
検
査
す
る
前
に

基
準
と
な
る
物
「
ブ
ロ
ッ
ク
ゲ
ー
ジ
」

等
で
「
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
」
の
指
示
値

を
確
認
し
て
か
ら
完
成
製
品
を
測
定
検

査
し
な
か
っ
た
為
と
考
え
ま
す
。

　
納
入
完
成
製
品
の
規
格
を
満
足
す
る

為
に
、
常
時
使
用
す
る
計
測
器
・
測
定

器
等
、
そ
の
使
用
頻
度
に
も
よ
り
ま
す

が
定
期
的
に
少
な
く
と
も
年
に
一
度
位

は
自
社
で
そ
の
計
測
器
の
上
位
標
準
器

等
で
「
校
正
・
検
査
」
を
実
施
し
（
信

頼
で
き
る
外
部
の
校
正
専
門
会
社
へ

「
校
正
・
検
査
」
を
依
頼
す
る
事
も
一

例
と
考
え
ま
す
）
此
処
で
言
う
「
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
タ
」
が
持
つ
来
の
精
度
維
持

に
努
め
れ
ば
良
い
と
考
え
ま
す
。

　
例
と
し
て
、自
社
で
「
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

タ
」の
指
示
値
の
確
認
方
法
は「
ブ
ロ
ッ

ク
ゲ
ー
ジ
」
が
良
い
と
考
え
ま
す
。
当

然
「
ブ
ロ
ッ
ク
ゲ
ー
ジ
」
は
「
校
正
・

検
査
」
さ
れ
た
物
を
使
用
す
る
。

北
支
部
長
　
田
嶋 

富
夫


